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人
の
権
利
保
障
に
関
し
て
国
民
説
的
立
場
を
と
る
な
ら
、）
人
権
や
自
然

権
は
万
人
に
あ
る
が
、
国
家
が
当
該
領
域
内
に
お
い
て
憲
法
上
の
権
利
を

保
障
す
る
対
象
が
市
民
権
を
有
す
る
国
民
で
あ
る
こ
と
で
あ
る（

１
）。

こ
の
問

題
を
考
え
る
上
で
鍵
と
な
る
の
が
、
土
地
、
空
間
、
紐
帯
（
関
係
性
）、

そ
し
て
市
民
権
概
念
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
国
家
の
退
去
強
制
権
と
個
人
の
利
益
を
め
ぐ
る
以
上
の
問

題
を
、
所
有
論
と
の
関
連
か
ら
論
じ
る
近
時
の
ア
メ
リ
カ
法
哲
学
・
憲
法

学
に
注
目
し
、
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
退
去
強
制
を
め
ぐ
る
議
論
を

深
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
１
章
で
、
所
有
論
と
絡
め
て

退
去
強
制
を
論
じ
る
３
種
の
議
論
を
確
認
す
る
。
第
１
節
で
は
、
ジ
ェ
レ

ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
に
よ
る
、
財
産
権
と
所
有
の
理
論
か
ら
導
か
れ
る

移
民
の
退
去
強
制
正
当
化
へ
の
批
判
を
紹
介
す
る
。
第
２
節
で
は
、
市
民

権
の
取
得
時
効
的
所
有
を
論
じ
た
、
ア
イ
エ
レ
ッ
ト
・
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
議

論
を
整
理
す
る
。
そ
の
議
論
が
、
第
２
章
の
検
討
の
１
つ
の
軸
と
な
る
。

第
３
節
で
は
、
強
い
結
び
つ
き
を
有
す
る
地
理
的
空
間
へ
の
「
占
有
権
」

を
主
張
し
た
、
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
議
論
を
紹
介
し
、
ま
た
そ
の
後

の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
移
民
論
に
つ
い
て
も
概
観
す
る
。

　

第
２
章
で
は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
議
論
を
既
存
の
所
有
論
の
観
点
か
ら
分

析
し
な
が
ら
、退
去
強
制
と
移
民
の
地
位
を
め
ぐ
る
議
論
の
深
化
を
図
る
。

第
１
節
で
は
、
財
産
お
よ
び
所
有
権
保
障
と
市
民
権
の
相
違
に
つ
い
て
検

討
し
、
私
有
財
産
と
市
民
権
の
類
比
論
を
批
判
す
る
。
第
２
節
で
は
所
有

論
か
ら
示
唆
を
得
な
が
ら
、
高
橋
一
行
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
的
所
有
論
と
、

は
じ
め
に

　

長
期
滞
在
す
る
外
国
人
の
権
利
を
憲
法
上
ど
う
考
え
る
か
。
こ
れ
が
、

本
稿
の
扱
う
問
題
で
あ
る
。
な
か
で
も
本
稿
は
、
長
期
に
わ
た
り
滞
在
す

る
非
正
規
滞
在
者
の
地
位
の
正
規
化
（
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
、
在
留
特
別
許
可

等
）
に
つ
い
て
扱
う
。

　

外
国
人
の
人
権
問
題
を
論
じ
る
上
で
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
の
が
、（
外
国

所
有
論
か
ら
考
察
す
る
非
正
規
滞
在
者

の
地
位

浦　

川　

源
二
郎

　

は
じ
め
に

第
１
章　

所
有
論
と
退
去
強
制
（
排
除
）
の
諸
接
点

　
　
　
　

第
１
節　

国
家
の
退
去
強
制
権
と
所
有
権

　
　
　
　

第
２
節　

市
民
権
の
取
得
時
効
的
所
有

　
　
　
　

第
３
節　

地
理
的
空
間
と
「
占
有
権
」

第
２
章　

所
有
論
を
参
照
に
考
察

　
　
　
　

第
１
節　

シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論
の
分
析

　
　
　
　

第
２
節　

所
有
論
と
人
格
論
か
ら
の
示
唆

　

む
す
び
に
か
え
て
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換
言
す
る
と
、
国
家
成
立
以
前
に
諸
個
人
が
有
し
て
い
たproperty

を

ベ
ー
ス
に
、
国
家
の
国
境
管
理
の
道
徳
的
根
拠
を
論
じ
う
る
の
か
。
こ
の

問
い
に
つ
い
て
考
察
し
た
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
先
行
研
究
は
、
本
稿
の
関
心

を
考
察
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
研

究
を
概
略
す
る
。

　

ロ
ッ
ク
の
自
然
状
態
を
措
定
し
た
と
き
、
個
人
な
い
し
非
公
式
に
組
織

化
さ
れ
た
共
同
体
（inform

ally organized com
m

unities

）
は
、自
分
（
た

ち
）
の
住
居
（
・
集
落
）
の
隣
地
に
住
も
う
と
し
て
い
る
無
害
な
他
者
に

石
を
投
げ
つ
け
、
脅
迫
し
、
テ
ン
ト
を
引
き
裂
い
て
追
い
払
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
無
論
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
正
当
化
す
る
の
は
、
困
難
で
あ

る
。
ま
た
、
公
共
財
に
関
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
外
の
他
者

の
排
除
す
る
こ
と
は
、
正
当
化
が
困
難
で
あ
る（

２
）。

　

人
々
が
共
同
体
に
お
い
て
行
使
し
う
る
権
能
の
リ
ス
ト
の
中
に
は
、
論

者
に
よ
っ
て
は
経
済
的
な
も
の
や
文
化
的
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。だ
が
、

こ
の
両
者
か
ら
排
除
権
を
正
当
化
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
故
に
、
ロ
ッ
ク

的
な
自
然
状
態
か
ら
排
除
権
の
正
当
化
根
拠
を
導
出
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
国
家
に
よ
る
当
該
権
限
行
使
の
正
当
化
根
拠
が
導
か
れ
る
と
す
る

な
ら
、
そ
れ
は
、
社
会
契
約
以
前
に
諸
個
人
が
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

国
家
が
な
お
も
正
当
に
行
使
し
う
る
権
限
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ウ
ォ

ル
ド
ロ
ン
は
以
上
の
よ
う
に
論
じ
る（

３
）。

　

ま
た
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
は
、以
上
の
研
究
を
彫
琢
し
た
そ
の
後
の
研
究
で
、

主
権
と
財
産
権
を
区
別
し
、
土
地
の
所
有
権
に
基
づ
く
移
民
の
排
除
権
と

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
国
家
の
主
権
に
基
づ
く
排
除
権
の
正
当
化
の

Ｇ
・
Ｈ
・
ク
ー
リ
ー
や
Ｇ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
ら
の
社
会
学
的
自
我
論
と
、
デ

レ
ク
・
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
お
よ
び
森
村
進
の
人
格
論
か
ら
、
地
位
取
得
の
理

論
の
思
考
の
背
景
に
流
れ
る
も
の
を
明
瞭
化
し
、
基
礎
付
け
る
こ
と
を
試

み
る
。

　

以
上
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
所
有
論

に
よ
っ
て
も
、
既
往
の
人
権
と
憲
法
上
の
権
利
の
懸
隔
を
乗
り
越
え
る
こ

と
は
、
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
人
格
に
関
す
る
分
析
は
、
個
人
主
義
的
見

地
か
ら
、
非
正
規
滞
在
者
の
置
か
れ
る
地
位
と
そ
の
道
徳
的
評
価
の
基
礎

を
与
え
る
。
ま
た
、
不
法
な
滞
在
が
い
つ
か
ら
不
法
で
な
く
な
る
か
と
い

う
問
い
に
も
示
唆
を
与
え
る
。

第
１
章　

所
有
論
と
退
去
強
制
（
排
除
）
の
諸
接
点

　

本
章
で
は
、ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
（Jerem

y W
aldron

）
の
「
所

有
論
に
よ
る
国
家
の
退
去
強
制
権
の
正
当
化
批
判
」（
第
１
節
）、
ア
イ
エ

レ
ッ
ト
・
シ
ャ
ッ
ハ
ー
（A

yelet Schachar

）
の
「
市
民
と
し
て
の
地
位

の
時
間
・
関
係
に
基
づ
く
取
得
論
」（
第
２
節
）、
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ

（A
nna Stilz

）
の
「
地
理
的
空
間
の
「
占
有
権
」
論
」（
第
３
節
）
に
つ

い
て
概
観
し
検
討
す
る
。

第
１
節　

国
家
の
退
去
強
制
権
と
所
有
権

　

国
家
創
設
以
前
の
ア
ナ
ー
キ
ー
を
想
定
す
る
自
然
状
態
テ
ー
ゼ
か
ら
、

国
家
に
よ
る
移
民
の
排
除
の
権
限
の
正
当
化
根
拠
を
導
出
し
う
る
の
か
。
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産
権
か
ら
独
立
し
て
存
在
し
、
財
産
権
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
し
て
こ
の
責
任
も
、
所
有
権
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
所
有
権
は
他
の
所
有
権
と
つ
ま
り
個
人
間
の
位
相
で
論
じ
ら
れ

る
べ
き
事
項
で
、
主
権
は
他
の
主
権
と
の
位
相
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
事
項

で
あ
る
。
主
権
に
基
づ
く
排
除
の
権
限
は
、
当
該
国
の
主
権
を
侵
そ
う
と

す
る
敵
国
の
侵
攻
な
ど
を
阻
止
す
る
た
め
に
排
除
の
権
限
を
行
使
し
う
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
財
産
の
所
有
権
者
間
の
排
除
の
権
利
と
類
比
し
て
、

個
人
を
排
除
さ
せ
る
こ
と
ま
で
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
位
相
の
異
な
る
議
論

の
混
同
は
、
カ
テ
ゴ
リ
錯
誤
を
犯
す
。

　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
主
張
を
敷
衍
す
る
と
、
国
家
が
国
境
を
管
理
し
移
民

を
排
除
す
る
権
限
の
正
当
化
根
拠
の
候
補
に
は
、「
主
権
の
所
有
権
構
想（

５
）」

と
、「
主
権
の
責
任
構
想（

６
）」

の
２
つ
が
あ
る
。
そ
し
て
、前
者
に
よ
っ
て
は
、

当
該
権
限
を
正
当
化
で
き
な
い
。
望
み
が
あ
る
と
す
る
な
ら
後
者
の
、
ど

の
主
権
国
家
（
な
い
し
共
同
体
）
が
誰
に
責
任
を
負
う
か
を
問
う
、「
主

権
の
責
任
構
想
」
に
あ
る
。
以
上
が
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
論
旨
で
あ
る（

７
）。

　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
議
論
を
一
応
正
当
と
措
定
し
た
と
き
、
得
ら
れ
る
示

唆
は
、退
去
強
制
お
よ
び
当
該
権
限
行
使
へ
の
制
約
を
論
じ
る
と
し
て
も
、

カ
テ
ゴ
リ
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
カ

テ
ゴ
リ
錯
誤
に
警
戒
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
と
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
議
論
を

概
観
す
る
。

第
２
節　

市
民
権
の
取
得
時
効
的
所
有

　

ア
メ
リ
カ
移
民
法
を
研
究
す
る
憲
法
学
者
、
リ
ン
ダ
・
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク

論
証
の
困
難
さ
を
指
摘
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
土
地
と
い
う
財
産
の
所
有
権
者
は
、
望
ま
ぬ
客
を
退
去
さ

せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
（
特
に
移
民
規
制
に
親
和
的
な
論
者
に
お
い
て
は
）、

国
家
に
よ
る
外
国
人
の
退
去
強
制
も
、
財
産
の
所
有
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

か
ら
正
当
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
が
導
か
れ
る
。（
か
か

る
国
家
の
主
権
と
土
地
の
所
有
権
を
類
比
す
る
思
考
は
、
歴
史
的
に
広
く

見
ら
れ
た
。
例
え
ば
前
近
代
の
君
主
制
下
で
は
、
領
土
と
国
家
は
王
の
家

産
で
あ
り
、領
土
管
轄
権
や
裁
判
権
も
財
産
権
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
、

あ
る
い
は
主
権
と
し
て
の
権
限
行
使
と
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。
ま
た

エ
メ
リ
ッ
ヒ
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
（Em

m
erich de Vattel

）
ら
前
近
代

の
法
思
想
家
に
お
い
て
も
、
国
家
の
所
有
と
私
人
の
所
有
の
劃
然
と
し
た

区
別
は
な
さ
れ
て
い
な
い（

４
））。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
近
代
の
家
産
国
家
と
違
い
、
現
代
は
、
主
権
は
土

地
の
所
有
権
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
と
考
え
る
の
が
通
常
だ
ろ
う
。
現

代
国
家
の
主
権
原
理
は
財
産
権
（
と
り
わ
け
土
地
所
有
権
）
に
由
来
す
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
共
産
主
義
国
家
な
ど
を
例
証
す
れ
ば
分
か
る
よ
う

に
、
財
産
権
制
度
は
国
家
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
領
土
に

お
け
る
主
権
は
、
当
該
領
域
に
お
け
る
方
と
法
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
た
め

の
責
任
を
有
し
、
当
該
主
権
に
よ
っ
て
、
当
該
社
会
に
私
有
財
産
が
存
在

す
る
か
ど
う
か
や
、
い
か
な
る
資
源
が
私
有
さ
れ
る
か
、
私
的
所
有
権
の

外
延
が
ど
こ
ま
で
か
が
決
定
さ
れ
る
。

　

財
の
再
配
分
も
主
権
の
行
使
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
所
有
権

者
と
し
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
責
任
と
し
て
な
さ
れ
る
。
主
権
は
財
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性
で
あ
る
。
財
産
権
に
は
、
時
間
と
根
深
さ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
関
係
性

を
反
映
し
て
、
形
式
上
不
完
全
で
あ
っ
た
基
礎
の
上
に
、
権
原
の
取
得
を

認
め
る
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
諸
法
理
が
存
在
す
る
（
そ
の
例
と
し
て
、
権
利

不
行
使
の
怠
慢
に
よ
る
消
滅
時
効
な
ど
）。
そ
の
要
点
は
、
当
初
の
法
形

式
が
永
続
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
後
の
関
係
性
の
変
化
に
よ
っ
て
権
利
が

変
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
財
産
権
の
性
質
を
分
析
す
る
と
、
た
と
え
物
権
で
も
、
そ
も
そ
も

そ
の
権
利
は
現
存
す
る
物
自
体
を
対
象
に
し
て
お
ら
ず
、
物
に
関
わ
る
諸

個
人
の
関
係
性
を
創
造
し
、
規
律
す
る
人
造
の
概
念
で
あ
る
（
ま
た
こ
の

支
配
関
係
は
、
今
や
、
物
で
な
い
不
可
触
の
商
標
や
特
許
な
ど
に
関
し
て

も
及
ぶ
）。
そ
し
て
か
か
る
財
産
権
の
保
護
は
、
保
護
を
実
現
し
う
る
法

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
統
治
と
連
携
し
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
。
こ
う
し
て
財

産
権
は
、
人
々
の
間
の
権
原
と
義
務
を
め
ぐ
る
、
国
家
に
よ
っ
て
執
行
さ

れ
る
関
係
性
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

　

ま
た
シ
ャ
ッ
ハ
ー
は
市
民
権
に
つ
い
て
も
、次
の
よ
う
に
説
く
。
ま
ず
、

財
産
権
を
「
権
利
の
束
」
と
置
く
。
ま
た
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
に
よ
る
、「
財

産
関
係
と
は
、（
希
少
な
）
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
支

配
す
る
ル
ー
ル
体
系
を
提
供
す
る
も
の
」
と
い
う
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

に
基
づ
く
財
産
権
の
定
義
を
援
用
す
る
。
以
上
を
参
照
し
、
市
民
権
と
は

国
家
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
新
た
な
財
産
権
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
移
民

法
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
希
少
な
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
支
配
す
る
ル
ー
ル
体
系
が
形
成
さ
れ
る
」
と
導
く
。

　

か
く
し
て
シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論
に
お
い
て
は
、
市
民
権
と
い
う
公
的
な
権

（Linda B
osniak

）
は
、
非
正
規
滞
在
者
の
滞
在
を
正
当
化
す
る
議
論
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
１
つ
と
し
て
、権
利
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
類
型
を
設
け
た
。

そ
の
中
で
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
取
得
論

と
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
「
占
有
権
」
論
、
そ
し
て
家
族
の
統
合
の
権
利
を
挙
げ

た
。

　

本
稿
は
、
前
二
者
を
所
有
論
か
ら
整
理
し
、
批
判
し
つ
つ
、
従
来
の
議

論
の
統
合
と
深
化
を
図
る
。
加
え
て
、
家
族
の
関
係
性
と
統
合
の
権
利
に

関
す
る
議
論
に
つ
い
て
も
、
所
有
論
と
人
格
の
議
論
の
な
か
に
落
と
し
込

む
。
か
く
て
、
個
人
主
義
の
立
場
か
ら
、
財
産
の
所
有
と
関
係
構
築
を
理

解
し
論
じ
う
る
立
場
を
提
示
す
る
。

　

ま
ず
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
研
究
を
紹
介
す
る（

８
）。

移
民
と
ホ
ス
ト
国
の
関
係

の
「
根
深
さ
（rootedness

）」
に
注
目
し
、
市
民
権
を
財
産
権
類
似

（property-like

）
の
新
し
い
財
産
（new

 property
）
と
見
て
、
そ
の
権
利

の
取
得
の
正
当
化
を
試
み
る
彼
女
の
理
論
は
大
要
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
シ
ャ
ッ
ハ
ー
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
（W

illiam
 

B
lackstone

）
に
依
拠
し
、
政
治
的
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
公
的
な

権
原
（public entitlem

ent

）
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、「
初
め
は
許
可

な
く
財
産
権
の
上
に
存
在
し
て
い
た
個
人
も
、
特
定
の
法
的
条
件
の
下
で

そ
の
後
、
法
的
権
原
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
こ
と
は
、
政
府

が
発
す
る
新
し
い
財
産
権
類
似
な
財
に
関
す
る
権
原
に
つ
い
て
も
、
少
な

く
と
も
同
程
度
の
効
力
を
持
っ
て
妥
当
す
る
」
と
述
べ
て
、
財
産
権
と
市

民
権
の
類
比
を
試
み
る
。

　

シ
ャ
ッ
ハ
ー
が
注
目
す
る
の
は
、
財
産
権
と
市
民
権
の
機
能
上
の
類
似
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⑷　

財
産
理
論
に
お
け
る
不
正
な
原
因
か
ら
始
ま
る
関
係
変
化

に
基
づ
く
権
原
取
得
の
理
論
が
、
非
正
規
市
民
の
市
民
権
取
得

に
つ
い
て
も
同
様
に
通
用
す
る
。

　

以
上
の
取
得
時
効
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
成
否
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討

す
る（

９
）。そ

れ
よ
り
先
に
、以
上
の
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
研
究
を
参
照
し
た
ス
テ
ィ

ル
ツ
の
研
究
を
整
理
す
る
。

第
３
節　

地
理
的
空
間
と
「
占
有
権
」

第
１
款　

利
益
説
に
よ
る
「
占
有
権
」（10）

　

長
期
に
わ
た
る
移
民
の
滞
在
と
定
着
が
何
ら
か
の
道
徳
的
根
拠
に
基
づ

く
権
利
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
主
張
は
、
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。

　

移
民
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
長
期
の
滞
在
が
空
間
の
占
有
の
請
求
権

に
発
展
し
う
る
こ
と
を
、
財
産
権
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
論
証
す
る
研
究
と

し
て
、
前
述
の
通
り
ア
メ
リ
カ
移
民
法
研
究
の
第
一
人
者
リ
ン
ダ
・
ボ
ズ

ニ
ア
ッ
ク
（Linda B

osniak

）
は
、
ナ
バ
ホ
族
の
強
制
移
動
を
例
に
と
る

ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
（A

nna Stilz

）
の
研
究
を
紹
介
し
た
（
そ
し
て

そ
の
後
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
こ
れ
と
は
ま
た
別
に
、
道
徳
上
の
国
家
の
退
去

強
制
権
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
て
い
る
）。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
地
理

的
空
間
の
「
占
有
権
」（right to occupy a particular geographical 

space, 

以
下
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
同
概
念
は
カ
ッ
コ
付
き
で
「
占
有
権
」
と
記

述
す
る
。）
や
移
民
に
対
す
る
国
家
の
退
去
強
制
権
に
関
す
る
ス
テ
ィ
ル

ツ
の
一
連
の
研
究
を
紹
介
し
、
財
産
権
と
の
類
比
で
語
る
道
徳
的
権
利
に

関
す
る
理
論
を
学
ぶ
。

原
と
、
私
有
財
産
の
類
比
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
根
深
さ

に
よ
っ
て
非
正
規
滞
在
者
も
社
会
的
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
事
実
上
形
成

し
、
関
係
性
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
性
に
よ
っ
て
変
動
が
生
じ

る
私
有
財
産
同
様
、
市
民
権
を
め
ぐ
る
権
原
に
も
時
間
と
関
係
性
に
よ
る

変
動
が
生
じ
る
、
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
市
民
権
の
よ
う
な
成
員
資
格
は
、

物
権
と
違
っ
て
排
他
性
を
有
せ
ず
、
そ
の
権
利
の
新
た
な
付
与
が
生
じ
て

も
既
存
の
成
員
資
格
の
喪
失
は
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
時
効
取
得
の
道
徳

的
許
容
性
を
語
る
。

　

か
く
し
て
、
非
正
規
滞
在
と
い
う
原
罪
が
、
財
産
理
論
に
よ
っ
て
赦
さ

れ
る
。
取
得
時
効
類
似
の
理
論
に
よ
っ
て
許
可
な
く
居
住
を
始
め
た
者
も

特
定
の
法
的
条
件
の
下
で
、
正
当
な
権
原
を
取
得
す
る
余
地
が
あ
る
。
そ

う
導
か
れ
る
。
以
上
の
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
論
理
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

⑴　

不
正
に
取
得
さ
れ
た
財
産
も
、
時
間
と
根
深
さ
で
変
化
す

る
関
係
性
を
反
映
す
る
財
産
法
理
に
よ
り
、
法
的
権
原
を
入
手

し
う
る
（cf. 

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
法
理
）。

⑵　

財
産
権
と
市
民
権
は
類
似
す
る
（cf. 

財
産
権
は
権
利
の

束
、
財
産
権
理
論
の
定
義
は
「
希
少
な
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
」、
財
産
と
し
て
保
障
さ
れ
る
対
象
の
中

に
は
特
許
や
商
標
な
ど
の
市
民
権
同
様
に
不
可
触
の
も
の
も
あ

る
）。

⑶　

財
産
権
類
似
の
市
民
権
に
も
、
財
産
理
論
に
関
す
る
法
理

が
妥
当
す
る
。
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空
間
の
支
配
や
使
用
に
関
す
る
財
産
権
類
似
の
権
限
に
は
、
以
下
の
３

つ
が
あ
る
。
第
１
に
、
私
人
が
有
す
る
よ
う
な
、
家
屋
や
私
有
地
の
使
用

収
益
処
分
の
権
利
を
束
ね
た
私
的
所
有
権（private ow

nership

）で
あ
る
。

第
２
に
、
国
家
が
特
定
領
域
に
通
用
す
る
法
を
制
定
し
執
行
す
る
領
域
管

轄
権
（territorial jurisdiction

）
で
あ
る
。
第
３
に
、
特
定
地
域
に
お
け

る
社
会
・
文
化
・
経
済
的
慣
行
に
参
加
す
る
た
め
に
定
住
し
、
退
去
を
強

制
さ
れ
ず
、
か
つ
帰
還
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
「
占
有
権
」
で
あ
る
。

　

こ
の
「
占
有
権
」
は
、
労
働
、
礼
拝
、
購
買
な
ど
市
民
社
会
に
お
け
る
、

当
人
に
と
っ
て
重
要
な
場
所
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
認
め
る
権
利
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
権
原
は
、
私
的
所
有
権
よ
り
も
対
象
空
間
へ
の
支

配
力
が
弱
い
反
面
、
所
有
権
よ
り
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
範
囲
が
広
い
。
こ

の
「
占
有
権
」
は
、
地
表
に
関
す
る
財
産
権
（property

）
の
弱
い
形
態

の
１
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
制
度
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
権
利
で
は

な
く
、
前
制
度
的
な
道
徳
的
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
道
徳
的
規

範
と
し
て
国
家
が
設
計
し
た
財
産
権
理
論
を
拘
束
す
る
（
以
上
、
傍
線
は

筆
者
）。

　

財
産
権
理
論
の
講
学
上
の
考
察
は
、
制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
法
や
規

約
か
ら
独
立
し
た
制
度
以
前
の
道
徳
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
２
つ
が
あ
る
。

制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
ら
に
、
社
会
制
度
や
法
制
度
外
に
は
物
理
的
な

財
に
関
す
る
い
か
な
る
権
利
も
存
在
し
な
い
と
す
る
強
い
ア
プ
ロ
ー
チ

と
、
制
度
外
か
ら
財
産
権
の
形
態
等
を
一
定
程
度
枠
づ
け
る
規
範
の
存
在

を
是
認
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
弱
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て

ス
テ
ィ
ル
ツ
の
立
場
は
、
制
度
以
前
の
道
徳
的
規
範
の
存
在
を
認
め
な
が

　

ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
国
境
開
放
論
を
掣
肘
し
つ
つ
、
現
在
の
主
権
国
家
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
並
立
を
模
索
す
る
。
そ
の
検
討
に
あ
た
り
必
要
な

核
心
的
価
値
（core value

）
と
し
て
、
①
「
占
有
権
」、
②
人
々
の
法
的

状
態
を
志
向
す
る
基
本
的
正
義
（basic justice

）、
③
人
民
の
集
合
的
自

己
決
定
（collective self-determ

ination

）
の
３
つ
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら

は
諸
個
人
の
自
律
を
尊
重
し
保
護
す
る
こ
と
を
我
々
に
要
請
す
る
、
正
義

に
関
す
る
根
本
的
な
自
然
的
義
務
か
ら
導
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
上
記

の
諸
価
値
か
ら
主
権
国
家
も
支
持
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
基
本
的
正
義
の
拘

束
下
に
あ
る
主
権
国
家
は
、
部
外
者
が
領
土
内
の
住
民
に
対
し
著
し
い
害

悪
を
及
ぼ
し
、
ま
た
そ
れ
ら
部
外
者
が
差
し
迫
っ
た
入
国
の
利
益
を
持
た

な
い
場
合
に
、
そ
の
排
除
を
正
当
化
し
う
る
、
と
い
う（

11
）。

　

以
下
で
は
ま
ず
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
理
論
に
お
い
て
個
人
が
そ
の
土
地
・
空

間
を
占
拠
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
、
ま
た
そ
の
限
界
を
画
す
る
際
の
鍵
と

な
る
「
占
有
権
」
を
論
じ
る
（
第
１
款
、
第
２
款
）。
次
い
で
、
集
合
的

自
己
決
定
を
勘
案
し
た
移
民
の
入
国
拒
否
の
正
当
化
論
を
紹
介
す
る
。
そ

し
て
筆
者
に
よ
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
解
釈
と
し
て
、
以
上
の
二
者
を
勘
案
し
統

合
し
た
退
去
強
制
論
を
提
示
す
る
（
第
３
款
）。

　
「
占
有
権
」
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ス
テ
イ
ル
ツ
は
、
土
地
や
空
間
の

使
用
・
占
有
を
主
張
す
る
権
利
で
あ
る
点
と
、
多
数
当
事
者
間
で
の
関
係

を
起
立
す
る
点
か
ら
、
領
域
内
に
お
け
る
成
員
を
統
制
す
る
ル
ー
ル
が
、

財
産
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
類
似
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
占
有
」

を
原
始
的
で
財
産
権
類
似
（prim

itive, property-like

）
な
前
制
度
的
権

利
と
位
置
付
け
る（

12
）。

そ
の
論
証
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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な
い
が
、
特
定
領
域
の
占
有
は
個
人
の
自
律
的
生
に
と
っ
て
重
大
な
も
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
ロ
ッ
ク
的
公
正
使
用
の
但
書
（fair-use proviso

）

と
い
う
制
約
は
か
か
る
も
の
の
、
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
に
は
道
徳

的
重
み
が
あ
る
。

　

こ
の
占
有
の
利
益
は
、
他
者
に
そ
の
尊
重
義
務
を
負
わ
せ
る
に
十
分
な

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
土
地
を
追
わ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
、
生
の
計
画
に

対
す
る
損
害
は
、
激
甚
で
あ
る
。
対
し
て
、
多
く
の
場
合
に
退
去
さ
せ
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
利
益
は
、
そ
れ
に
釣
り
合
わ
な
い
。
か
つ
、
他
者
の
空

間
占
有
を
認
め
る
義
務
の
遵
守
か
ら
生
じ
る
負
担
も
、
さ
し
て
重
大
で
な

い
。
無
論
、
占
有
に
も
ロ
ッ
ク
的
但
書
か
ら
く
る
公
正
利
用
の
制
約
が
か

か
る
も
の
の
、「
占
有
権
」
尊
重
の
義
務
は
、
他
者
の
退
去
強
制
な
ど
か

ら
得
ら
れ
る
経
済
効
果
な
ど
の
潜
在
的
主
張
を
排
除
す
る
に
足
る
。
そ
う

し
て
、
そ
れ
ま
で
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
た
者
に
対
す
る
強
制
移
住
や
排

除
は
、「
占
有
権
」
を
覆
す
ほ
ど
の
重
大
な
理
由
が
存
し
な
い
限
り
、
一

応
の
誤
り
（pro tanto w

rong

）
と
さ
れ
る
。

　

以
上
の
、
財
産
権
と
の
類
比
か
ら
個
人
が
重
大
な
利
益
を
有
す
る
地
理

的
空
間
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
と
し
て
、「
占
有
権
」
を
論
じ
る

ス
テ
ィ
ル
ツ
の
論
理
構
造
を
、こ
こ
で
整
理
し
て
お
く（
ま
た
ボ
ズ
ニ
ア
ッ

ク
が
読
み
込
ん
だ
と
思
し
き
移
民
論
へ
の
転
用
も
﹇
黙
示
﹈
と
し
て
記
述

す
る
）。

⑴　

誰
も
が
「
占
有
権
」
と
い
う
財
産
権
類
似
の
権
原
を
持
つ

（cf. 

ラ
ズ
利
益
説
）。

⑵　

前
財
産
制
度
的
道
徳
内
容
が
、「
占
有
権
」
に
は
あ
る
。

ら
、
な
お
も
不
鮮
明
な
調
整
問
題
の
解
決
等
を
図
る
た
め
に
、
人
造
の
明

確
な
法
制
度
の
設
計
を
要
請
す
る
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
採
用
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
制
度
が
財
産
権
の
中
身
を
全
て
決

す
る
の
で
な
く
、
道
徳
論
に
基
づ
く
主
張
が
存
在
し
、
財
産
権
制
度
が
存

在
し
な
い
状
況
に
お
い
て
も
な
お
守
ら
れ
る
べ
き
規
範
が
存
在
す
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
占
有
権
」
ゆ
え
に
、
個
人
は
そ
れ
ま
で
居

住
し
た
地
を
容
易
に
退
去
さ
せ
ら
れ
た
り
、
奪
わ
れ
た
り
し
な
い
と
い
う

前
制
度
的
な
道
徳
上
の
権
原
が
導
か
れ
る
。

　

か
か
る
道
徳
上
の
請
求
権
の
根
拠
は
、
地
理
的
空
間
が
個
人
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
人
生
設
計
と
関
係
構
築
に
占
め
る
役
割
に
求
め
ら
れ
る
。
安

定
し
た
土
地
の
占
有
は
、
善
の
構
想
の
ほ
ぼ
全
て
に
関
わ
り
、
重
要
で
あ

る
。
そ
し
て
ス
テ
ィ
ル
ツ
に
お
い
て
は
、「
Ｘ
が
権
利
を
持
つ
と
い
う
こ

と
は
、
Ｘ
の
利
益
が
他
者
に
対
し
て
義
務
を
負
わ
せ
る
に
足
る
理
由
を
持

つ
場
合
、
か
つ
そ
の
場
合
の
み
を
い
う
」
と
す
る
ラ
ズ
の
利
益
説
の
下
、

当
該
占
有
が
道
徳
的
権
利
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
論
証
は
、
利
益

の
重
大
性
と
、
他
者
に
そ
の
利
益
の
尊
重
義
務
を
負
わ
せ
る
十
分
性
、
と

い
う
２
段
階
か
ら
な
る
。

　

論
証
を
簡
略
化
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
複
合
的
な
生
の
目
的
と

個
人
の
関
係
性
の
ほ
と
ん
ど
は
、
居
住
す
る
場
所
の
継
続
的
使
用
と
ア
ク

セ
ス
を
必
要
と
す
る
。
我
々
が
構
想
す
る
世
の
目
標
や
関
係
性
等
は
、
特

定
の
場
所
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（located life plan, 

位
置
付

け
ら
れ
た
生
の
計
画
）。
こ
の
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
実
現
の
利
益

は
、
当
該
計
画
が
自
律
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
依
存
し
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者
の
同
意
が
な
く
と
も
、
地
理
的
空
間
に
関
す
る
制
限
的
な
独
占
権
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
原
始
的
な
権
利
は
、
物
質
的
財
や
土
地
な

ど
に
関
す
る
当
該
権
利
は
自
己
保
存
（self-preservation

）
の
尊
重
と
他

者
の
自
立
の
尊
重
と
い
う
道
徳
上
の
義
務
か
ら
発
生
す
る
。
そ
し
て
「
占

有
権
」
も
こ
の
原
始
的
権
利
の
一
種
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
財
産
権
制
度
の
創
設
以
前
で
あ
ろ
う
と
、
自
己
保
存
と
人

生
の
構
想
を
も
と
に
、
個
人
は
物
質
に
関
し
て
道
徳
上
の
諸
種
の
権
利
を

有
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
共
有
物
で
あ
っ
た
物
の
使
用
と
消
費
が
認
め

ら
れ
る
。
地
上
で
共
有
さ
れ
て
い
た
物
を
、
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
使
用

す
る
権
利
を
、
こ
こ
で
原
始
的
権
利
と
お
く
。
そ
し
て
こ
の
道
徳
的
権
利

が
及
ぶ
範
囲
の
中
核
に
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
を
参
照
し
「
自
己
保
存
に
必
要

な
手
段
」
を
置
く
。
ま
た
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
を
ベ
ー
ス
に
語
る
と
、
原
始
的

権
利
の
主
張
に
は
、
他
者
の
自
律
と
共
存
す
る
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
、
と

い
う
制
約
が
内
在
す
る
こ
と
に
な
る
（
そ
し
て
、
他
者
が
同
様
に
使
用
で

き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
の
制
約
が
、
ロ
ッ
ク
的
但
書
の
い
う

公
正
利
用
と
通
底
す
る
と
考
え
る
）。
こ
う
し
て
導
か
れ
た
原
始
的
権
利

は
、
個
人
が
そ
の
生
の
構
想
の
た
め
に
空
間
・
物
体
を
使
用
す
る
こ
と
を

尊
重
す
る
一
応
の
理
由（pro tanto reason

）と
い
う
重
み
が
与
え
ら
れ
る
。

　

原
始
的
な
「
占
有
権
」
と
、
制
度
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
財
産
権
は
区

別
さ
れ
る
。「
占
有
権
」
は
永
続
的
な
も
の
で
は
な
く
使
用
に
関
す
る
権

利
で
、
時
間
を
超
え
た
承
継
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
上

記
財
産
権
と
異
な
る
。
自
由
主
義
的
な
私
有
財
産
権
は
制
度
で
あ
り
、
そ

の
内
容
はnatural prim

itive right

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑶　

前
財
産
制
度
的
道
徳
規
範
は
、
国
家
が
設
計
し
た
財
産
制

度
を
拘
束
す
る
。

⑷　

個
人
の
「
占
有
権
」
を
尊
重
す
る
財
産
理
論
上
の
義
務
を

国
家
は
負
う
。

⑸　

所
有
権
同
様
に
、
国
家
に
よ
る
移
民
の
退
去
強
制
権
は
、

か
か
る
「
占
有
権
」
に
よ
り
制
限
を
受
け
る
﹇
黙
示
﹈。

　

以
上
の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
議
論
は
、
北
米
大
陸
の
先
住
民
族
で
あ
る
ナ
バ

ホ
族
の
土
地
の
「
占
有
権
」
を
例
証
し
て
い
る
。
こ
れ
を
主
権
に
基
づ
く

移
民
の
退
去
強
制
権
に
直
接
応
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
私
的
所

有
権
と
国
家
の
領
域
管
轄
権
と
「
占
有
権
」
が
並
置
さ
れ
、
こ
こ
に
も
カ

テ
ゴ
リ
錯
誤
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
理
論

を
参
酌
す
る
に
妥
当
で
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、
諸
個
人

が
有
す
る
権
利
と
、
国
家
が
行
使
す
る
排
除
の
権
限
の
関
係
が
明
ら
か
で

な
く
、
個
人
か
ら
一
足
飛
び
で
国
家
へ
と
議
論
が
飛
躍
し
て
い
る
感
が
否

め
な
い
。

第
２
款　

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
典
拠
の
「
占
有
権
」（13）

　

シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
そ
の
後
の
論
考
で
は
、
本
来
共
有
物
で
あ
っ
た
土
地
を

占
有
す
る
権
利
の
発
生
根
拠
や
、
財
産
権
と
「
占
有
権
」
の
類
比
の
意
図

な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
上
記
の
曖
昧
さ
へ
の
対
応
も
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

ス
テ
ィ
ル
ツ
は
フ
ー
ゴ
ー
・
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（H

ugo G
rotius

）
を
引

用
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
国
際
政
治
上
の
制
度
や
共
同
所
有
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⑸　

諸
個
人
が
有
す
る
原
始
的
権
利
の
束
と
し
て
、
国
家
は
諸

権
限
を
行
使
す
る
。

⑹　

国
家
は
、
既
往
の
「
占
有
権
」
者
の
た
め
に
排
除
の
権
限

を
、
但
書
の
範
囲
内
で
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
論
理
は
、
国
家
の
排
除
権
の
正
当
化
根
拠
と
そ

の
制
約
原
理
を
、
個
人
が
自
然
状
態
下
で
有
し
て
い
た
原
始
的
権
利
に
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
個
人
が
自
然
状
態
に
お
い
て
行
使
し
う
る

権
利
の
範
囲
内
で
し
か
、
国
家
は
排
除
の
権
限
を
行
使
し
得
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、（
後
述
す
る
集
団
的
自
律
と
コ
ス
ト
論
と
い
う
）
ス
テ
ィ

ル
ツ
が
認
め
る
移
民
の
入
国
拒
否
正
当
化
事
由
は
こ
れ
よ
り
も
広
い
。
す

る
と
こ
の
ま
ま
で
は
、
移
民
の
排
除
に
関
す
る
上
述
の
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の

論
難
を
回
避
で
き
な
い
。
ど
う
や
ら
問
題
は
、
個
人
か
ら
国
家
へ
と
権
限

の
理
論
を
つ
な
げ
る
点
に
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
後
の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
移
民
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、

国
家
が
行
使
す
る
退
去
強
制
権
に
つ
き
、
諸
個
人
の
権
利
の
束
と
但
書
と

い
う
視
点
を
薄
れ
さ
せ
て
も
成
立
す
る
形
で
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
し

て
国
家
の
特
別
責
任
と
し
て
の
個
人
の
引
き
受
け
と
コ
ス
ト
負
担
に
比
重

を
置
い
た
、
移
民
の
入
国
拒
否
が
論
じ
ら
れ
る（

14
）。

第
３
款　

主
権
国
家
に
よ
る
入
国
拒
否
の
正
当
化
と
移
民
の
利
益
の
比
較

衡
量（15）

　
「
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
」
と
「
占
有
権
」、
そ
し
て
個
人
の
自
律

と
集
団
的
自
己
決
定
（collective self-definition

）
を
重
視
す
る
ス
テ
ィ

　

原
始
的
権
利
は
、
自
己
が
使
用
す
る
空
間
か
ら
の
他
者
の
排
除
も
、
制

限
付
き
で
正
当
化
す
る
。
他
者
の
排
除
が
許
容
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、
以

下
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
１
に
、
そ
の
空
間
等
が
個
人
の
一
般
的
活

動
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
２
に
、
他
者
の
競

合
的
な
使
用
に
よ
っ
て
当
該
活
動
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
、
第
３
に
、
公
正

利
用
の
但
書
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
ら
要
件
を
満
た
す
場
合
、

排
除
が
許
容
さ
れ
る
。

　

位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
を
有
す
る
諸
個
人
が
持
つ
「
占
有
権
」
は
、

そ
れ
が
束
に
な
る
こ
と
で
、
国
家
が
当
該
空
間
を
法
的
に
管
轄
す
る
権
限

を
有
し
責
任
を
負
う
根
拠
た
る
、
根
本
的
な
権
原
（foundational title

）

と
な
る
。
国
家
は
、
こ
れ
ら
既
存
の
住
人
で
あ
る
「
占
有
権
者
」
の
た
め

に
、
排
除
・
退
去
強
制
の
権
限
を
、
責
任
を
持
っ
て
行
使
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

以
上
の
論
理
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴　

個
人
は
自
己
保
存
に
関
す
る
、
道
徳
的
権
利
た
る
「
占
有

権
」
を
原
始
的
権
利
と
し
て
有
す
。

⑵　

個
人
は
、
自
己
保
存
の
た
め
に
必
要
な
共
有
物
の
消
費
の

権
利
を
有
す
。

⑶　

個
人
は
、
他
者
の
自
律
尊
重
の
義
務
を
負
う
（cf. 

グ
ロ

テ
ィ
ウ
ス
、
ロ
ッ
ク
的
但
書
）。

⑷　
「
占
有
権
」
と
共
有
物
消
費
の
権
利
を
有
す
る
個
人
は
、

他
者
排
除
を
特
定
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
で
、
正
当
に
な
し

う
る
。
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裁
量
的
な
排
除
権
の
是
認
論
者
に
よ
る
「
望
ま
ぬ
責
務
（unw

anted 

obligation

）」
論
に
基
づ
く
退
去
強
制
の
正
当
化
の
修
正
に
よ
っ
て
具
体

化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
レ
イ
ク
（M

ichael B
lake

）
は
、

「
望
ま
ぬ
責
務
の
回
避
権
（right to avoid unw

anted obligation

）」
を
措

定
し
、
そ
こ
か
ら
広
範
な
排
除
権
を
導
出
す
る
論
を
展
開
し
た（

16
）。

ス
テ
ィ

ル
ツ
は
こ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
、
当
該
回
避
権
を
正
当
化
し
た
上
で
、
排
除

権
限
行
使
に
制
限
を
か
け
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。

　

ブ
レ
イ
ク
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
領
域
に
つ

い
て
管
轄
権
を
有
す
る
。
そ
し
て
当
該
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
人
権
の
保

護
と
実
現
に
特
別
の
責
務
を
負
う
。
人
権
尊
重
の
責
務
は
普
遍
的
で
あ
る

が
、
そ
の
保
護
と
実
現
の
責
務
は
、
特
定
の
地
域
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
母
国
で
人
権
を
保
護
さ
れ
て
い
る
者
が
移
住
を
希
望
す
る
と
き
、

そ
の
者
は
移
住
先
の
住
民
に
対
し
て
、
自
身
の
権
利
保
障
に
寄
与
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
移
住
者
に
よ
る
こ
の
主
張
は
、
ホ
ス
ト

国
の
住
民
の
自
由
へ
制
約
を
課
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ホ
ス
ト
国
の
人

民
は
、
望
ま
ぬ
責
務
の
増
大
を
回
避
す
る
た
め
の
一
応
の
権
利
が
認
め
ら

れ
る
。

　

以
上
の
ブ
レ
イ
ク
の
主
張
に
対
し
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
移
民
の
流
入
と

住
民
の
自
由
制
限
の
連
関
性
に
は
疑
義
が
あ
る
た
め
、
既
存
の
法
制
度
に

対
す
る
コ
ス
ト
増
大
と
し
て
捕
え
直
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
か
く
し
て
国

家
が
移
住
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
移
民
の
増
大
コ
ス
ト
が
高

く
つ
き
、
ホ
ス
ト
国
の
既
存
の
法
制
が
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
き

で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る（

17
）。

ル
ツ
に
お
い
て
は
、
移
民
の
地
位
と
処
遇
の
道
徳
論
は
そ
の
後
、
次
の
よ

う
に
理
論
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
的
国
境
解
放
論
を
否
定
す
る
一
方
で
、
他
方
で
は
退
去
強
制
と

入
国
拒
否
に
つ
き
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ほ
ど
強
い
裁
量
を
認
め

な
い
、
入
国
・
滞
在
の
許
可
を
原
則
と
し
つ
つ
条
件
付
き
で
退
去
強
制
が

許
容
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
人
々
の
「
移
民
の
自
由

と
い
う
人
権
（a hum

an right to im
m

igrate

）」、
す
な
わ
ち
「
移
民
権
」

ま
で
は
認
め
な
い
）。

　

本
節
で
は
最
後
に
、難
民
な
ど
急
迫
の
地
位
に
立
つ
移
住
者
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
機
会
を
求
め
て
移
住
し
て
き
た
機
会
移
民
（opportunity 

m
igrants

）
に
関
す
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
見
解
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
長

期
に
わ
た
り
滞
在
す
る
非
正
規
滞
在
者
へ
の
退
去
強
制
の
正
当
性
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
理
論
の
統
合
を
試
み
る
。

　

個
人
の
自
律
と
、
諸
個
人
の
自
律
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
構
成
員

自
身
に
よ
る
集
団
的
自
己
決
定
を
重
視
す
る
の
な
ら
、
当
該
地
域
内
の
統

治
が
正
義
に
反
し
て
い
な
い
限
り
、
植
民
地
総
督
府
に
よ
る
支
配
が
如
き

外
部
か
ら
の
一
方
的
支
配
は
認
め
ら
れ
な
い
。し
か
し
そ
こ
か
ら
直
ち
に
、

ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
や
ミ
ラ
ー
、
ウ
ェ
ル
マ
ン
の
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
移
民

排
除
の
権
限
の
裁
量
的
行
使
ま
で
導
か
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
国
家
に
よ

る
排
除
の
権
限
行
使
は
、
そ
れ
が
成
員
の
志
向
す
る
価
値
や
優
先
事
項
を

反
映
し
た
制
度
下
に
お
け
る
、
特
定
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な

場
合
に
行
使
さ
れ
う
る
。

　

ま
た
、
排
除
は
一
定
の
条
件
下
で
正
当
化
さ
れ
う
る
が
、
そ
の
条
件
は
、
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移
動
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
も
、
当
該
移
動
の
自
由

が
い
か
な
る
利
益
を
も
た
ら
し
、
ま
た
そ
の
制
限
が
何
を
侵
奪
す
る
の
か

を
具
体
的
に
論
じ
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

移
民
権
賛
成
論
者
は
、「
あ
ら
ゆ
る
人
生
の
選
択
肢
」
が
ご
と
き
、
広

範
な
自
由
や
利
益
を
の
べ
つ
ま
く
な
し
に
挙
げ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
説
得

的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
賛
成
論
者
の
主
張
は
利
益
中
心
が
過
ぎ
、
移

民
の
流
入
が
既
存
の
住
民
の
人
生
設
計
に
与
え
る
影
響
（
あ
る
い
は
受
入

国
の
負
担
す
る
コ
ス
ト
）
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
少
な
い
。
ま
た
上
述
の

よ
う
に
、
茫
漠
と
し
た
自
由
の
利
益
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
、
リ
バ
タ
リ

ア
ン
相
手
で
な
い
限
り
説
得
的
た
り
え
な
い
。
制
約
か
ら
の
自
由
と
い
う

一
般
的
利
益
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
単
な
る
消
極
的
な
自
由
と
い
う

広
範
な
概
念
で
は
、
い
か
な
る
自
由
が
重
大
か
否
か
を
考
え
る
の
に
役
立

た
な
い
（
交
通
規
制
や
、
一
方
通
行
の
道
を
逆
向
き
に
進
む
自
由
な
る
も

の
へ
の
制
約
は
、
礼
拝
所
参
拝
の
制
限
と
等
し
く
不
正
と
は
言
え
な
い
）。

我
々
は
、
選
択
肢
の
量
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
希
求
す
る
理
由
た
る
質
も

重
視
し
、
問
題
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、basic liberty

とnonbasic liberty

間
の
区
別
が
要
請
さ

れ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
を
参
酌
す
る
と
、basic liberty

は
人
格
の
自
律
あ
る

い
は
政
治
参
加
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
移

民
権
は
、
人
格
の
自
律
に
繋
が
る
、
重
大
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
移
住
目
的
が
こ
れ
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

移
住
を
希
望
す
る
諸
個
人
の
追
求
す
る
利
益
を
、
個
別
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
、
異
な
る
重
み
付
け
を
与
え

　

ス
テ
ィ
ル
ツ
に
お
い
て
は
、
以
上
の
移
民
制
限
の
正
当
化
根
拠
と
し
て

の
コ
ス
ト
的
理
由
は
、
妥
当
な
理
由
（fair reason

）
と
、
望
ま
し
く
な

い
が
暫
定
的
に
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
（nonideal reason

）
に
二

分
さ
れ
る
。
前
者
の
例
は
、
国
防
、
制
度
の
転
覆
の
予
防
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
、
福
祉
国
家
の
維
持
、
住
民
の
生
活
様
式
の
保
護
、
国
内
の
貧

困
者
に
対
す
る
特
別
義
務
で
あ
る
。ま
た
後
者
の
理
由
の
具
体
例
と
し
て
、

移
民
の
大
量
流
入
に
よ
る
移
民
排
斥
運
動
激
化
に
よ
る
大
衆
の
反
発
を
抑

制
し
て
、
国
家
や
公
衆
が
非
リ
ベ
ラ
ル
化
す
る
の
を
回
避
す
る
場
合
、
お

よ
び
社
会
の
一
体
性
（cohesion
）
を
保
つ
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
妥
当
な
理
由
と
、
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
、
排
除
を
正

当
化
す
る
一
応
の
理
由
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
な
お
正
当
化
理
由
に
は
そ
れ

ぞ
れ
、
異
な
る
重
み
づ
け
が
な
さ
れ
る
）。
そ
し
て
国
家
が
当
該
領
域
に

お
け
る
正
統
な
統
治
に
特
別
の
責
務
と
、
無
害
な
移
民
の
移
住
を
許
容
す

る
義
務
を
同
時
に
負
う
こ
と
を
前
提
に
、
流
入
に
よ
る
増
加
コ
ス
ト
と
、

移
住
希
望
者
が
有
す
る
利
益
の
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
、

そ
の
処
遇
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ス
テ
ィ
ル
ツ
が
想
定
す
る
移
民
側
の
事
情
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま

ず
前
述
の
通
り
、
諸
個
人
が
外
国
に
自
由
に
入
国
し
、
そ
こ
に
住
む
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
移
民
権
ま
で
は
認
め
な
い
。
カ
レ
ン
ズ
のcantilever

論
（
国
内
的
移
動
自
由
と
国
際
的
移
動
自
由
の
同
視
）
批
判
を
念
頭
に
置

く
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
論
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

権
利
の
形
や
射
程
は
、
そ
こ
に
通
底
す
る
利
益
に
依
拠
す
る
（
表
現
の

自
由
保
障
に
通
底
す
る
価
値
が
そ
の
例
で
あ
る
）。
国
境
管
理
が
国
際
的
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⑵　

国
家
は
、
そ
の
た
め
の
法
制
を
維
持
す
る
責
務
を
負
う
。

⑶　

国
家
は
原
則
と
し
て
、
既
存
の
法
制
の
維
持
が
可
能
な
範

囲
内
に
お
い
て
、
移
住
者
も
引
き
受
け
そ
の
人
権
を
保
障
す
る

責
務
を
負
う
。

⑷　

責
任
の
引
き
受
け
の
可
否
は
、
一
応
の
理
由
同
士
の
比
較

衡
量
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
は
国
家
の
権
限
行
使
に
関
す
る
自
然
状
態
の
想
定
や
財

産
権
的
発
想
が
後
退
し
、
ま
た
国
家
は
、
諸
個
人
の
自
律
と
自
己
保
存
、

集
団
的
自
己
決
定
の
た
め
の
装
置
と
化
し
つ
つ
あ
る
（
換
言
す
る
と
、
主

権
の
責
任
構
成
に
近
づ
く
。
そ
し
て
そ
の
見
方
は
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン（

18
）や

ロ

バ
ー
ト
・
グ
ッ
デ
ィ
ン
（R

obert E. G
oodin

）（
19
）、

瀧
川
裕
英（

20
）な

ど
と
近

似
す
る
）。

　

以
上
の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
「
占
有
権
」
と
入
国
拒
否
の
議
論
を
整
合
す
る

よ
う
解
釈
す
る
と
、
上
記
の
比
較
衡
量
の
天
秤
に
、
非
正
規
滞
在
者
が
長

期
の
滞
在
に
よ
り
得
る
「
占
有
権
」
的
利
益
が
載
せ
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
に

法
違
反
へ
の
非
難
と
し
て
の
責
任
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要
素
が
加
味
さ
れ

る
、
と
い
う
構
図
に
近
づ
く
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
（
筆
者
の
解

釈
に
よ
る
）
整
理
は
、
わ
が
国
入
管
法
や
米
国
移
民
法
に
お
け
る
ア
ム
ネ

ス
テ
ィ
等
制
度
と
近
似
す
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

第
２
章　

所
有
論
を
参
照
に
考
察

　

本
章
で
は
、
前
章
第
２
節
の
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
議
論
の
構
造
を
参
考
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、自
律
と
深
く
関
わ
る
重
要
な
利
益
ほ
ど
、

入
国
を
請
求
し
う
る
だ
け
の
一
応
の
重
み
（w

eighty pro tanto claim
 to 

enter
）
の
根
拠
と
な
る
。

　

そ
の
上
で
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
が
主
張
の
切
迫
度
に
応
じ
て
挙
げ
る
具
体
例

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
よ
り
良
い
気
候
を
楽
し
む
た
め
の
移
住

希
望
、
高
賃
金
に
あ
り
つ
く
た
め
の
移
住
希
望
、
母
国
で
も
享
受
で
き
る

が
さ
ほ
ど
首
尾
よ
く
は
満
足
さ
れ
な
い
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
・
宗
教
上
の
機

会
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
移
住
希
望
、（
無
神
論
者
が
強
固
な
宗
教
社

会
か
ら
の
離
脱
を
望
む
が
ご
と
き
）
自
己
の
気
質
と
野
心
に
よ
り
適
合
す

る
社
会
や
文
化
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
移
住
希
望
、
真
っ
当
な
賃
金
に

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
移
住
希
望
、
母
国
に
は
到
底
存
在
し
な
い
教
育
・

キ
ャ
リ
ア
・
宗
教
上
の
機
会
の
た
め
の
移
住
希
望
、
配
偶
者
や
子
ど
も
と

再
会
し
結
合
す
る
た
め
の
移
住
希
望
、
根
本
的
な
人
権
や
文
化
・
政
治
的

抑
圧
を
回
避
し
生
活
可
能
な
環
境
で
生
存
す
る
た
め
の
移
住
希
望
。
後
者

ほ
ど
、
そ
の
重
要
度
が
高
ま
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
移
住
希
望
者
の
主
張
す
る
利
益
と
い
う
一
応
の
理
由
と
、
既
存

の
ホ
ス
ト
国
住
民
の
た
め
の
入
国
拒
否
の
一
応
の
理
由
と
を
衡
量
す
る
結

果
、
終
局
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
移
民
の
入
国
拒
否
論
が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と

す
る
事
項
を
捕
捉
し
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
本
稿
な
り
に
最
適
化
す

る
。

⑴　

国
家
は
、
管
轄
領
域
内
に
お
い
て
、
諸
個
人
の
自
律
と
自

己
保
存
、
集
団
的
自
己
決
定
を
保
障
す
る
責
務
を
負
う
。
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非
正
規
滞
在
者
に
よ
る
違
法
な
居
住
の
継
続
に
よ
る
関
係
変
化
は
、
一

見
す
る
と
こ
れ
に
類
似
す
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
移
民
法
上
の
非
正
規

滞
在
者
と
、
民
法
上
の
不
法
占
拠
者
を
同
視
し
う
る
も
の
な
の
か
。
こ
の

点
を
考
え
る
た
め
に
、
次
に
、
財
産
権
と
市
民
権
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
つ

い
て
分
析
す
る
。

⑵　

財
産
権
と
市
民
権
は
類
似
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
公
法
学
に
お
い
て
は
、
政
府
が
供
給
す
る
福
利
（w

elfare

）

を
財
産
（property

）
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ
に
対
す
る
市
民
の
利
益
へ

憲
法
上
の
財
産
権
保
障
を
及
ぼ
し
て
、
実
体
・
手
続
上
の
保
護
と
救
済
を

企
図
す
る
議
論
も
存
在
す
る
。
か
か
る
試
み
の
著
名
な
も
の
と
し
て
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
ラ
イ
ヒ
（C

harles A
. R

eich

）
のN

ew
 Property

論

が
あ
る
。
シ
ャ
ッ
ハ
ー
も
、
こ
の
考
え
を
少
な
か
ら
ず
下
敷
き
に
し
て
い

る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
ラ
イ
ヒ
の
主
張
を
概
観
す
る（

27
）。

　

ラ
イ
ヒ
論
文
の
主
眼
は
、
政
府
が
提
供
す
る
福
利
（w

ealth

）
と
い
う

贈
物
（largess

）（
28
）に

人
々
の
生
活
が
依
存
し
、
私
経
済
活
動
と
密
接
に
結

び
つ
き
、
私
人
は
そ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
、
か
つ
私
有
財
産
と
公

的
福
利
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
た
現
代
国
家
に
お
い
て
、
い
か
に
諸
個
人

の
自
律
と
自
由
と
権
利
を
保
障
す
る
か
、
に
あ
る
。
そ
し
て
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
か
ら
、
法
的
統
制
が
緩
い
公
的
福
利
を
財
産
権
に
組
み

込
ん
だ
、
新
し
い
財
産
権
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
諸
問
題
に
対
す
る

「
も
の
の
見
方
」
を
シ
フ
ト
さ
せ
、
財
産
理
論
上
の
権
利
保
障
と
権
力
統

制
を
及
ぼ
す
必
要
を
説
く
。

　

ラ
イ
ヒ
の
議
論
は
、「
財
産
権
は
法
の
産
物
で
あ
る
。
財
産
を
所
有
す

な
が
ら
、
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
法
の
文
脈
か
ら
独
立
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
な

お
、そ
の
主
張
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
論
じ
る（

21
）。

し
か
し
、

そ
の
検
討
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
参
照
し
、
関
係
性
に
基
づ
く
非
正

規
移
民
の
地
位
の
変
化
に
つ
い
て
憲
法
的
に
考
察
す
る
。

第
１
節　

シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論
の
分
析

　

ま
ず
は
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
議
論
を
、
わ
が
国
法
と
共
約
可
能
な
形
に
修
正

し
な
が
ら
考
察
す
る
。

⑴
財
産
権
に
関
す
る
法
理
の
中
に
は
、
時
間
と
根
深
さ
に
よ
っ

て
変
化
す
る
関
係
性
を
反
映
し
て
、
不
完
全
な
形
式
の
上
に
権

原
の
取
得
を
認
め
る
も
の
が
あ
る
。

　

時
効
論
に
代
表
さ
れ
る
通
り
、
時
間
と
関
係
の
変
化
を
基
に
し
た
法
関

係
変
動
の
理
論
が
、
財
産
と
所
有
を
め
ぐ
り
全
世
界
的
か
つ
通
時
的
に
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
近
代
以
前
か
ら
、
取
得
や
消
滅
の
時
効

を
め
ぐ
る
議
論
と
そ
の
正
当
化
の
試
み
は
存
在
す
る（

22
）。

シ
ャ
ッ
ハ
ー
が
生

き
る
、現
代
の
ア
メ
リ
カ
法
の
文
脈
に
お
い
て
も
、敵
対
的
占
有
（adverse 

possession

）
に
よ
る
取
得
時
効
論（

23
）な

ど
の
議
論
が
存
在
す
る（

24
）。

現
代
の

リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
法
哲
学
に
お
い
て
も
、
私
的
所
有
の
前
提
と
な
る
歴
史

的
権
限
の
理
論
と
、
時
効
取
得
を
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
研
究
が

見
ら
れ
る（

25
）。

わ
が
国
民
法
（
お
よ
び
刑
法
）
上
も
時
効
制
度
が
存
在
す
る
。

ま
た
財
の
取
得
・
消
滅
時
効
正
当
化
の
哲
学
的
根
拠
と
し
て
、
自
己
所
有

権
と
人
格
へ
の
一
体
化
・
拡
張
、
お
よ
び
人
格
の
同
一
性
の
減
少
を
あ
げ

る
森
村
進
の
よ
う
な
議
論
も
あ
る（

26
）。
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し
て
市
民
権
の
権
利
・
利
益
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
市
民
権
概
念
は
複
雑
か
つ
多
義
的
で
あ
る
。
か
つ
て
リ
ン

ダ
・
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
（Linda B

osniak

）
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
権

を
め
ぐ
る
議
論
は
少
な
く
と
も
４
つ
の
側
面
か
ら
整
理
で
き
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
地
位
、
権
利
、
政
治
活
動
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
連
帯
）

と
い
う
４
側
面
で
あ
る（

31
）。

か
か
る
不
可
触
の
権
利
・
義
務
の
束
を
有
す
る

実
質
的
意
味
で
の
国
民
は
、
当
該
領
域
に
お
け
る
法
的
状
態
の
実
現
に
つ

い
て
の
責
任
を
負
う
主
体
と
な
る
と
と
も
に
、
当
該
国
政
府
に
よ
っ
て
第

一
次
的
に
そ
の
生
存
と
自
由
を
保
障
さ
れ
る
責
任
単
位
と
な
る（

32
）。

　

対
す
る
財
産
権
の
対
象
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
歴
史

的
に
想
定
さ
れ
て
き
た
の
は
物
で
、
か
つ
本
稿
が
取
り
上
げ
た
類
比
論
者

ら
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
も
物
（
と
り
わ
け
土
地
）
あ
る
（
そ
し
て
、

市
民
権
の
保
有
と
、
土
地
の
所
有
は
セ
ッ
ト
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
）。
現

代
の
日
本
に
お
い
て
は
、
財
産
の
対
象
と
し
て
物
、
債
権
、
著
作
権
や
特

許
な
ど
も
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
所
有
」
の
出
発
点
と
主
眼
は
、
い
ま

だ
物
で
あ
る
。
ま
た
、
人
造
の
財
産
権
た
る
著
作
権
は
、
そ
の
性
質
と
保

障
を
め
ぐ
っ
て
複
雑
な
議
論
が
あ
る
（
自
然
権
的
側
面
が
な
い
、
完
全
な

制
度
創
出
的
権
利
だ
か
ら
、
そ
の
内
容
と
保
障
の
あ
り
方
は
い
く
ら
で
も

法
律
で
決
め
ら
れ
る
の
か
、そ
の
排
他
性
は
い
か
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、

な
ど
が
そ
の
例（

33
））。

　

所
有
権
や
財
産
権
が
、
物
そ
れ
自
体
に
対
す
る
権
利
で
は
な
く
、
人
々

の
関
係
性
の
規
律
だ
と
い
っ
て
も
、
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
物
を
中
項
と
し

た
人
々
の
関
係
で
、
出
発
点
と
し
て
（
あ
る
い
は
雛
形
と
し
て
）
考
え
る

る
者
は
、
福
利
の
品
目
に
関
す
る
、
特
定
の
法
的
所
権
利
を
有
す
る
。
財

産
権
と
は
、
か
か
る
福
利
と
そ
の
所
有
者
の
関
係
性
を
表
現
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
福
利
は
単
な
る
福
利
で
あ
り
、
必
ず
し

も
財
産
権
と
扱
わ
れ
な
い
」
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
し
か
し
「
土
地
で
あ
れ
資
源
で
あ
れ
、
米
国
に
お
け
る
私

有
財
産
は
い
ず
れ
も
、
も
と
を
辿
れ
ば
、
国
家
や
主
権
に
よ
り
与
え
ら
れ

た
と
い
う
点
で
政
府
の
福
利
と
共
通
す
る（

29
）」、「

私
有
財
産
に
お
け
る
そ
の

得
喪
と
内
包
も
、法
の
産
物
で
あ
り
法
に
依
拠
す
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
」

と
し
て
、
政
府
の
贈
物
と
伝
統
的
財
産
権
の
架
橋
お
よ
び
法
的
統
制
と
保

護
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
導
か
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
論
じ
る
ラ
イ
ヒ
の
慧
眼
は
、１
９
６
０
年
代
に
あ
っ
て
、

国
家
の
関
与
・
財
産
権
の
変
容
と
公
私
協
働
（public private 

partnership

）
の
出
現
を
指
摘
し
た（

30
）。

こ
れ
を
シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論
に
援
用

し
た
と
き
、
市
民
権
と
い
う
政
府
が
提
供
す
る
福
利
は
、
財
産
と
し
て
捕

捉
さ
れ
、
か
つ
財
産
法
理
に
お
け
る
時
間
と
関
係
の
変
化
に
よ
る
取
得
と

消
滅
の
理
論
を
及
ぼ
し
う
る
、
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
の
議
論
に
は
、
乗
り
越
え
る
べ
き
障
害
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
物
や
商
品
を
中
心
と
す
る
従
来
の
財
産
概
念
と
、
政
府
が
提
供

す
る
市
民
権
な
る
財
（
な
い
し
福
利
）
を
性
質
上
同
視
で
き
る
か
、
真
剣

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
前
者
に
妥
当
す
る
所
有
論

上
の
法
的
な
取
り
扱
い
を
、
後
者
に
も
同
様
に
及
ぼ
し
う
る
か
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論
は
、
主
と
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質
に
応
じ
た
異
な
る
法
理
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
上
述

の
通
り
、
大
雑
把
に
見
れ
ば
所
有
権
と
主
権
に
幾
ら
か
の
共
通
点
が
み
ら

れ
、
ま
た
歴
史
上
密
接
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
し
て
も
、
市
民
権
と
財
産

権
の
性
質
は
同
様
の
処
遇
を
要
請
し
う
る
ほ
ど
一
致
し
て
は
い
な
い
（
あ

る
い
は
そ
の
厳
密
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
）（

36
）。

多
様
な
側
面
を
有
す

る
市
民
権
概
念
を
、
利
益
の
側
面
ば
か
り
過
度
に
重
視
し
て
、
財
産
と
同

義
で
語
る
こ
と
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
か
、
疑
義
が
あ
る
。

　

敷
衍
す
る
と
、
財
産
権
を
関
係
性
と
理
解
し
て
、
希
少
な
資
源
の
配
分

ル
ー
ル
と
捉
え
て
も
な
お
、
財
の
性
質
の
違
い
か
ら
、
市
民
権
を
市
場
に

お
け
る
財
や
商
品
と
同
視
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
か
か
る
性
質
の
差
か

ら
生
じ
る
、
扱
い
の
区
別
の
要
請
は
、
無
視
し
得
な
い
問
題
で
あ
る
。
財

産
理
論
と
り
わ
け
所
有
の
理
論
を
援
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
を

等
閑
視
せ
ず
論
究
す
る
必
要
が
あ
る（

37
）。

　

ま
た
、
財
産
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
論
じ
る
論
者
が
想
定
す
る
財
の
「
所

有
」
と
、
市
民
権
の
「
保
有
」
は
同
義
だ
ろ
う
か
。
取
得
時
効
類
比
論
者

が
想
定
す
る
「
所
有
」
概
念
と
、
国
家
の
責
任
対
象
と
な
る
こ
と
を
含
意

す
る
「
保
有
」
概
念
が
同
義
か
。
財
産
に
関
す
る
所
有
と
取
得
の
理
論
と
、

主
権
・
国
家
論
か
ら
導
出
さ
れ
る
市
民
権
の
保
有
・
付
与
は
同
一
次
元
で

語
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
カ
テ
ゴ
リ
錯
誤
を
犯
し
て
は
い
な
い
か
。
こ

れ
ら
は
、
も
っ
と
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う（

38
）。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
、
移
民
が
労
働
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
で

関
係
性
を
築
く
、
と
い
う
議
論
で
第
一
に
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
政
府

に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
債
権
や
財
産
上
の
関
係
性
な
ど
で
は
な
く
、
生
活

べ
き
基
礎
理
論
は
、
物
を
め
ぐ
る
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
現
代
の
所
有
の

法
理
に
お
い
て
は
、
市
場
に
お
け
る
融
通
性
や
譲
渡
可
能
性
が
当
然
視
さ

れ
る
。

　

他
方
の
市
民
権
は
、
第
一
次
的
に
は
、
市
民
間
で
流
通
・
通
用
す
る
財

を
取
り
巻
く
関
係
性
と
い
う
よ
り
も（

34
）、

国
家
に
対
す
る
関
係
性
と
捉
え
る

の
が
素
直
な
理
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
市
民
権
ひ
い
て

は
政
府
に
よ
る
福
利
一
般
に
つ
い
て
は
、
そ
の
非
譲
渡
性
等
か
ら
、
市
場

価
値
や
交
換
価
値
な
ど
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い（
35
）。

　
（
そ
も
そ
も
、
市
民
権
を
も
っ
ぱ
ら
権
利
利
益
の
観
点
の
み
か
ら
捉
え
、

こ
れ
が
他
の
政
府
提
供
福
利
と
同
じ
位
相
で
語
り
う
る
の
か
の
疑
義
も
存

す
る
が
、）
仮
に
財
産
権
の
枠
内
に
市
民
権
を
収
め
た
と
て
、
そ
れ
だ
け

で
は
何
も
問
題
は
解
決
し
な
い
。「
国
家
の
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
国

家
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
か
つ
権
利
関
係
の
束
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
所
有

権
も
市
民
権
も
同
様
に
財
産
権
に
属
す
る
」
と
い
っ
て
も
、
語
法
上
の
疑

義
が
指
摘
さ
れ
る
。
仮
に
、両
者
を
財
産
権
と
い
う
語
法
に
包
摂
し
て
も
、

同
じ
「
財
産
」
と
い
う
語
の
中
に
も
、
性
質
の
違
い
が
存
在
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
適
切
な
規
律
や
ル
ー
ル
を
志
向
す
る
の
で
あ
れ
ば
、（
広
義
の
）

「
財
産
」
と
い
う
枠
の
中
で
、
さ
ら
に
一
段
下
位
分
類
を
設
け
、（
狭
義
の
）

「
財
産
」
と
市
民
権
の
性
質
の
差
に
着
目
し
、
扱
い
を
変
え
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。
そ
の
と
き
同
じ
（
広
義
の
）「
財
産
」
と
い
っ
て
も
、
性
質
の

違
い
か
ら
、
適
用
さ
れ
る
法
理
も
異
な
る
も
の
に
な
る
。
結
局
、
性
質
の

同
一
性
と
同
様
の
取
扱
い
の
許
容
な
い
し
要
請
を
示
し
え
な
い
限
り
、
性
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カ
ー
ル
・
オ
リ
ー
ヴ
ク
ロ
ー
ナ
（K

arl O
livecrona

）
は
、
グ
ロ
テ
ィ

ウ
ス
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（Johen Lock

）
の
所
有
論
を
参
照
し
な
が
ら
、

ロ
ッ
ク
所
有
論
に
お
け
る
私
的
所
有
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、「
労
働
に

よ
っ
て
、
物
に
、
私
の
人
格
が
拡
張
さ
れ
る
」
こ
と
を
挙
げ
る
。
す
な
わ

ち
、
17
世
紀
当
時
のProperty

の
語
法
に
は
、「
人
格
に
と
っ
て
固
有
の

も
の
（proper to a person

）」
や
「
誰
か
に
属
す
る
も
の
（belongs to 

som
ebody

）」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、labor=action

に
よ
っ

て
、
拾
っ
た
ド
ン
グ
リ
や
、
狩
っ
た
鹿
に
行
為
主
体
の
人
格
が
注
入
さ
れ

る
と
す
る（

40
）。

　

確
か
に
、
あ
る
物
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
愛
着（

41
）や

思
い
入
れ
が
湧

き
、
大
切
な
そ
の
物
を
喪
失
し
た
時
、
自
分
の
一
部
を
無
く
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
喪
失
感
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
わ
が
身
の
よ
う

に
手
放
し
が
た
い
と
思
う
物
は
、
し
ば
し
ば
存
在
す
る
。
か
か
る
直
観
的

理
解
を
も
と
に
す
れ
ば
、私
が
所
有
す
る
大
事
な
物
を
侵
さ
れ
る
こ
と
が
、

私
や
私
の
人
格
へ
の
攻
撃
に
当
た
る
、
と
主
張
す
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
に
よ
っ
て
人
格
が
物
に
実
際
に
流
入
し
、
所
有

さ
れ
た
財
が
私
の
身
体
の
延
長
と
な
る
と
い
う
形
而
上
学
の
説
明
は
、
原

理
的
に
は
あ
り
得
る
が
妙
な
話
で（

42
）、

む
し
ろ
こ
れ
は
「
私
の
人
格
に
入
っ

て
く
る（

43
）（

私
の
自
我
の
一
部
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
る
）」
と
置
い
た
方

が
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
、占
有
に
よ
っ
て
他
者
に
承
認
さ
れ
る
、

と
こ
こ
で
は
捉
え
る
。

　

か
か
る
人
格
の
付
着
な
い
し
拡
張
を
前
提
と
し
た
と
き
、
所
有
と
他
者

と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
の
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
所

の
基
盤
と
な
る
住
居
等
の
財
産
で
あ
り
、
か
つ
、
家
族
関
係
や
地
域
社
会

関
係
、
紐
帯
で
あ
る
（
そ
し
て
財
産
類
比
論
者
が
考
察
に
取
り
入
れ
る
後

者
の
「
関
係
性
」
は
、
な
ん
ら
か
の
価
値
を
創
出
す
る
労
働
に
よ
ら
ず
と

も
良
い
）。
国
家
が
設
定
す
る
防
御
線
に
よ
る
自
由
の
保
障
は
、
少
な
く

と
も
労
働
の
対
価
と
し
て
提
供
さ
れ
る
利
益
で
な
い
。
ま
た
個
人
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
関
係
性
が
一
般
に
、
金
銭
等
の
対
価
と
替
え
が
た
い
価
値
を

持
つ
が
、
そ
れ
は
通
常
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
財
産
理
論
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
親
密
な
関
係
性
や
紐
帯
か
ら
一
足
飛
び
で
国
家
へ
の

請
求
権
を
導
出
す
る
議
論
に
は
、
必
要
な
途
中
の
論
証
の
な
お
ざ
り
や
要

考
慮
事
項
の
考
慮
不
尽
と
い
う
短
絡
の
感
が
あ
る
。

　

以
上
総
括
す
る
と
、
通
常
の
法
的
な
財
産
の
所
有
論
か
ら
市
民
権
の
得

喪
を
論
じ
る
こ
と
は
、現
代
国
家
に
お
い
て
は
著
し
く
困
難
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
以
上
の
所
有
論
は
本
稿
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
上
で
有
益
な
示

唆
を
与
え
る
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
き
、
ヘ
ー
ゲ
ル
風
の
記
述
的
所
有

論
を
参
照
に
、
個
人
の
人
格
的
自
律
と
所
有
、
並
び
に
他
者
と
の
関
係
を

論
じ
て
い
く
。

第
２
節　

所
有
論
と
人
格
論
か
ら
の
示
唆

　

森
村
進
は
ロ
ッ
ク
所
有
論
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
私
的
所
有
権
の
正
当
化

根
拠
に
は
以
下
４
つ
が
あ
る
と
整
理
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
価
値
の
創
造
」、

「
功
績
」、「
人
格
の
拡
張
」、「
生
存
と
繁
栄
」
で
あ
る（

39
）。

以
下
で
は
特
に
、

「
人
格
と
の
拡
張
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
人
格
論
の
観
点
か
ら
の
非
正
規

滞
在
者
の
地
位
取
得
に
関
す
る
考
察
を
進
め
る
。
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で
あ
る
。「
所
有
概
念
は
、
必
然
的
に
、
交
換
、
譲
渡
、
売
買
に
行
き
着

く
こ
と
、
そ
こ
に
他
者
が
招
来
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
他
者
と
の

関
わ
り
の
中
か
ら
、
主
体
が
成
立
す
る
」
こ
と
を
含
意
す
る
。
自
己
は
他

者
と
の
交
わ
り
を
通
じ
て
自
己
と
し
て
生
成
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
自

己
は
本
質
的
に
、
そ
の
生
成
に
お
い
て
他
者
を
必
要
と
し
、
他
者
か
ら
承

認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
自
己
が
成
立
す
る
の
だ
か
ら
、
他
者
か

ら
の
承
認
こ
そ
が
自
己
関
係
を
作
り
、
ま
た
自
己
関
係
す
る
こ
と
で
自
己

が
完
成
し
、
そ
の
自
己
が
ま
た
他
者
か
ら
承
認
さ
れ
て
、
他
者
を
承
認
し

て
い
く
。
か
く
て
他
者
も
生
成
さ
れ
る
、
と
い
う（

46
）。

　

も
は
や
か
か
る
認
識
論
の
段
階
ま
で
く
る
と
、（
高
橋
も
自
認
す
る
通

り
）
狭
義
の
所
有
論
の
範
疇
に
な
い
。

　

だ
が
、
心
と
自
我
と
認
識
、「
他
者
の
所
有
」、
身
体
の
自
己
所
有
と
人

格
の
形
成
、
お
よ
び
他
者
と
の
関
係
性
の
所
有
に
関
す
る
知
見
は
、
本
稿

の
扱
う
非
正
規
市
民
の
地
位
や
、
地
域
社
会
と
の
関
係
構
築
が
持
つ
意
味

を
考
察
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
。

　

そ
こ
で
次
に
、
以
上
の
認
識
論
お
よ
び
解
釈
と
深
く
関
わ
る
、
他
者
と

の
関
係
の
所
有
に
よ
る
自
我
の
社
会
的
形
成
と
役
割
取
得
に
つ
い
て
概
略

す
る
。
概
略
に
あ
た
っ
て
は
、
高
橋
の
記
述
と
通
底
す
る
、
社
会
学
内
外

で
よ
く
知
ら
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ー
ト
ン
・
ク
ー
リ
ー
（C

.H
. 

C
ooley

）
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ミ
ー
ド
（G

.H
. M

eed

）
の
自

我
論
を
参
照
す
る
。

　

ま
ず
概
括
す
る
の
は
、ク
ー
リ
ー
の「
鏡
に
映
っ
た
自
我（looking-glass 

self

）」
で
あ
る
。
人
は
、
鏡
を
見
る
こ
と
で
自
分
の
顔
を
知
る
よ
う
に
、

有
論
と
、高
橋
一
行
に
よ
る
そ
の
解
釈
で
あ
る
。
筆
者
は
所
有
論
一
般
や
、

難
解
を
極
め
る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
専
門
家
を
僭
称
す
る
勇
気
は
な
い
。
な

の
で
、
以
下
で
は
差
し
当
た
り
、
ゲ
オ
ル
グ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg W
ilhelm

 Friedrich H
egel

）
の
所
有
論
に

関
す
る
先
行
研
究
に
よ
る
一
つ
の
理
解
の
あ
り
方
を
参
照
す
る
。

　

ヘ
ー
ゲ
ル
所
有
論
お
よ
び
認
識
論
は
、
高
橋
一
行
に
よ
る
と
次
の
よ
う

に
整
理
で
き
る（

44
）。

⑴　

占
有
取
得
（
肉
体
的
獲
得
、
形
作
り
、
標
識
）

⑵　

物
件
の
使
用
（
使
用
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

確
化
）

⑶　

自
分
の
も
の
の
外
化
（
所
有
の
放
棄
、
時
効
、
譲
渡
等
）

　

高
橋
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
労
働
の
成
果
で
あ
る
所
有
物
に
は
自
己
が
投

影
さ
れ
、
そ
れ
は
自
己
そ
の
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
第
三
段
階
に
至
り
他

者
と
の
関
係
で
あ
る
契
約
概
念
が
現
れ
、
か
つ
自
他
の
所
有
を
そ
れ
ぞ
れ

相
互
に
承
認
す
る
べ
き
こ
と
が
導
か
れ
る
。
相
互
承
認
に
お
い
て
は
、
自

己
と
他
者
は
相
互
に
、
各
々
の
所
有
を
認
め
合
う（

45
）。

　

ま
た
、
所
有
の
始
原
に
は
精
神
が
あ
る
。
精
神
が
身
体
を
所
有
し
、
こ

れ
を
中
項
に
し
て
自
然
に
働
き
か
け
、
他
の
物
を
自
分
の
所
有
に
し
て
い

く
（
ま
た
身
体
は
、
他
者
に
よ
り
認
識
さ
れ
、
か
つ
他
者
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
る
自
己
で
も
あ
る
）。
こ
う
し
て
、
手
段
が
目
的
を
獲
得
し
、

獲
得
さ
れ
た
目
的
が
さ
ら
に
そ
の
先
の
目
的
の
た
め
の
手
段
と
な
る
、
と

い
う
連
続
性
が
導
か
れ
る
。

　

そ
し
て
行
き
着
く
の
が
、（
高
橋
の
整
理
に
よ
れ
ば
）「
他
者
の
所
有
」
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に
よ
れ
ば
、
他
者
の
期
待
を
取
り
入
れ
る
「
役
割
取
得
（role-taking

）」

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
ミ
ー
ド
の
用
語
に
お
い
て
は
、
親
兄
弟
や
教
師

と
い
っ
た
他
者
は
「
意
味
の
あ
る
他
者
（significant other

）」
と
呼
ば
れ

る
。
こ
れ
ら
他
者
が
自
己
に
対
し
て
向
け
る
期
待
を
と
り
い
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
我
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
期
待
は
、
他
者
に
よ
っ
て
異
な

る
も
の
だ
が
、
か
か
る
多
様
な
期
待
を
ま
と
め
上
げ
て
一
般
化
す
る
こ
と

で
（
つ
ま
り
「
一
般
化
さ
れ
た
他
者
」
の
期
待
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
）、

子
ど
も
は
十
全
な
自
我
が
形
成
さ
れ
る
。
大
人
の
場
合
に
は
、
他
者
の
範

囲
が
時
空
両
側
面
か
ら
、
よ
り
広
い
も
の
に
な
る
。
か
く
し
て
、
自
我
の

社
会
性
が
拡
大
し
、
自
我
の
発
展
が
推
し
進
め
ら
れ
る（

49
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、人
間
の
自
我
は
他
者
の
期
待
や
社
会
規
範
に
よ
っ
て
、

外
か
ら
一
方
的
に
形
成
さ
れ
る
（
役
割
期
待
）
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

人
間
の
主
我
は
、
他
者
の
期
待
や
社
会
規
範
を
自
己
の
中
で
解
釈
し
規
定

し
直
し
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
し
て
構
築
す
る
能
力
も
持
っ
て
い
る
（
役
割
形

成
）。
人
は
内
省
に
よ
っ
て
、
他
者
の
期
待
や
態
度
を
通
じ
て
客
観
的
に

自
分
の
内
側
を
振
り
返
り
、
過
去
や
未
来
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
自
分
を

再
構
築
し
う
る
側
面
も
あ
る
の
で
あ
る
（
創
発
的
内
省
）（

50
）。

　

か
く
て
物
の
所
有
と
「
他
者
の
所
有
」
か
ら
、
人
格
を
構
成
す
る
所
有

物
と
他
者
な
い
し
社
会
的
経
験
と
い
う
知
見
が
得
ら
れ
る
。
獲
得
さ
れ
た

所
有
物
と
、
他
者
と
の
関
係
が
、
個
人
の
人
格
を
構
築
す
る
。
我
々
は
、

「
様
々
な
属
性
や
所
属
集
団
あ
る
い
は
『
私
』
が
居
住
し
た
り
所
有
し
た

り
し
て
い
る
様
々
な
も
の
等
に
囲
ま
れ
て
、
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
、
他
者
や
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
た
属
性
や
自
分
自
身
に
所
属
す
る
も
の

自
我
を
知
る
に
も
他
者
と
い
う
鏡
を
通
じ
る
必
要
が
あ
る
。
人
の
自
我
は

近
代
個
人
主
義
が
誤
認
し
て
い
た
よ
う
に
真
空
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
社

会
に
お
い
て
獲
得
・
発
展
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
赤
子
は
自
我
を
伴
い
誕

生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
親
兄
弟
や
教
師
ら
と
の
関
係
に
お
い
て
形
成
さ

れ
る
社
会
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
は
、こ
れ
ら
他
者
が
自
分
を
ど
う
見
て
、

ま
た
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
を
通
じ
て
、
自
分
が
何
者
で
あ
る
の
か
を

知
る
よ
う
に
な
る
。
他
者
と
い
う
視
線
を
学
習
し
手
に
入
れ
、
自
己
の
中

に
取
り
入
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
人
間
の
社
会
性
と
理
想
も
、
家
族
や
遊
び
仲
間
、
近
隣
集
団
と

い
っ
た
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
親
密
な
結
び
つ
き
を
持
つ
集
団

（
第
一
次
集
団
、prim

ary group

）
を
通
じ
て
、
形
成
さ
れ
て
い
く（

47
）。

以

上
の
自
己
の
認
識
と
自
己
主
張
に
は
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
相
手
と
の

関
連
に
お
い
て
自
分
を
位
置
付
け
る
能
力
を
必
要
と
す
る
、こ
れ
に
よ
り
、

他
者
の
観
点
か
ら
自
分
を
捉
え
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
る
（
子

ど
も
の
「
自
我
獲
得
」、self appropriation

）。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
子

ど
も
に
限
ら
ず
、
大
人
に
も
当
て
は
ま
る
。
人
間
の
完
全
な
自
我
は
、
自

我
の
内
に
仲
間
の
目
的
を
取
り
入
れ
て
、
自
分
の
人
生
を
そ
の
目
的
達
成

の
た
め
の
戦
い
に
費
や
す
こ
と
に
お
い
て
、
初
め
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る（

48
）。

　

以
上
の
ク
ー
リ
ー
の
自
我
観
か
ら
影
響
を
受
け
た
ミ
ー
ド
の
自
我
論
に

お
い
て
自
我
（self

）
は
、
主
我
（I

）
と
客
我
（M

e

）
の
二
側
面
か
ら

整
理
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
客
我
は
他
者
の
期
待
か
ら
形
成
さ
れ
た
自
我

で
あ
り
、
主
我
は
客
我
を
観
測
し
主
体
的
に
活
動
す
る
自
我
で
あ
る
。
そ

し
て
ク
ー
リ
ー
の
説
い
た
「
鏡
に
映
っ
た
自
我
」
た
る
客
我
は
、
ミ
ー
ド
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弱
ま
る
こ
と
を
理
由
に
、
人
格
へ
の
非
難
と
し
て
の
処
罰
の
公
訴
時
効
を

正
当
化
す
る
。
も
は
や
犯
行
時
の
そ
の
人
と
、
現
時
点
で
の
そ
の
人
の
間

に
Ｒ
関
係
が
強
固
に
成
立
し
な
い
た
め
、
そ
の
人
格
へ
の
責
任
を
問
う
こ

と
が
妥
当
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る（

54
）（

な
お
そ
の
後
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は

責
任
に
つ
い
て
は
説
を
改
め
て
い
る（

55
））。

　

以
上
の
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
Ｒ
関
係
と
重
要
性
関
係
を
検
討
し
た
上
で
、

人
の
幸
福
度
を
測
定
・
判
断
す
る
の
に
相
応
し
い
時
間
的
な
単
位
を
考
え

る
の
が
、
森
村
進
で
あ
る
。
森
村
は
、
個
人
の
幸
福
や
効
用
の
評
価
に
お

け
る
適
切
な
期
間
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
問
題
に
対
し
、
現
在

状
態
説
や
全
生
涯
説
な
ど
を
排
し
て
、
問
題
の
時
点
か
ら
密
接
な
Ｒ
関
係

が
遡
れ
る
過
去
ま
で
の
期
間
（
近
過
去
説
）
と
主
張
す
る（

56
）。

　

以
上
の
Ｒ
関
係
、
重
要
性
関
係
、
幸
福
計
測
期
間
に
関
す
る
哲
学
的
議

論
は
尽
き
な
い
が
、
ロ
ッ
ク
と
少
な
か
ら
ず
法
学
に
親
和
的
局
面
の
多
い

こ
の
知
見
を
、
本
稿
は
（
憲
法
が
国
家
存
立
の
根
本
的
価
値
と
す
る
）
個

人
の
人
格
的
自
律
に
反
映
し
た
い（

57
）。

　

す
な
わ
ち
、個
人
は
一
般
に
他
者
と
の
関
係
の
中
で
自
己
を
規
定
す
る
。

反
省
し
、
他
者
の
期
待
を
反
照
し
な
が
ら
、
自
己
の
道
徳
的
生
の
内
容
を

判
断
し
形
成
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
我
や
人
格
は
不
変
と
い
え
な
い
。

ま
た
諸
個
人
に
と
っ
て
重
要
な
「
私
」
と
は
、
通
常
、
過
去
の
自
分
と
現

在
の
自
分
と
の
心
理
的
連
結
性
が
強
固
な
範
囲
内
の
自
我
で
も
あ
る
。
そ

し
て
形
成
・
判
断
さ
れ
る
道
徳
的
な
生
、
人
格
的
自
律
の
中
身
も
、
生
来

不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
時
間
と
共
に
変
動
す
る
他
者
と
自
己
の
関
係
の

中
で
、
変
化
し
て
い
く
。
我
々
が
重
視
し
規
範
論
の
中
で
前
提
と
し
て
い

ご
と
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、私
は
『
私
と
は
誰
か
』

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
の
『
私
』
と
は
、
他
者
か
ら

み
た
、
他
者
の
役
割
期
待
と
し
て
の
『
私
』、
す
な
わ
ち
ミ
ー
ド
が
い
う

と
こ
ろ
の
『
客
我
』
で
あ
る
」（

51
）と

説
明
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
以
上
み
て
き
た
自
我
の
通
時
的
同
一
性
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

人
格
の
同
一
性
の
議
論
と
密
接
に
関
わ
る（

52
）。

以
下
、
本
稿
が
参
照
と
し
た

い
の
は
、
デ
レ
ク
・
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
（D

erek Parfit

）
の
Ｒ
関
係
に
よ
る

同
一
性
と
重
大
性
の
一
般
的
優
先
性
を
主
張
す
る
立
場
、
並
び
に
こ
れ
を

参
酌
す
る
森
村
進
に
よ
る
幸
福
論
で
あ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
そ
の
骨

子
を
ま
と
め
る
。

　

つ
と
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
人
格
の
同
一
性
の
源
泉
を
め
ぐ
っ
て
は
、

身
体
・
脳
や
記
憶
・
性
格
な
ど
の
心
理
と
い
っ
た
、
人
格
の
存
在
を
前
提

に
せ
ず
と
も
記
述
し
う
る
特
定
の
事
実
に
求
め
る
還
元
説
と
、
物
理
的
連

続
性
や
心
理
的
連
続
性
よ
り
も
も
っ
と
深
い
レ
ベ
ル
の
、
こ
れ
ら
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
何
ら
か
の
実
在（

53
）

に
同
一
性
を
求
め
た
非
還
元
説
が
あ
る
。

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
各
種
の
思
考
実
験
の
末
に
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
採
用
す

る
の
が
還
元
説
で
、
な
か
で
も
彼
は
分
岐
し
な
い
Ｒ
関
係
（
心
理
的
連
結

性
か
つ
ま
た
は
心
理
的
継
続
性
）
こ
そ
が
一
般
に
、
人
格
の
同
一
性
の
成

立
に
不
可
欠
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
人
の
生
に
と
っ
て
一
般
に
重
要
な
の

は
、
厳
密
な
人
格
の
同
一
性
関
係
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
時
間
と
と
も
に

薄
れ
つ
つ
も
継
続
す
る
記
憶
の
連
結
性
、Ｒ
関
係
だ
と
説
く
。
そ
の
上
で
、

功
績
（desert

）
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
長
期
間
が
経
過
し
た
犯
行

へ
の
処
罰
に
関
し
、
犯
行
時
と
長
期
間
経
過
後
の
人
格
の
間
の
連
結
性
が
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ま
た
、
以
上
の
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
重
要
性
関
係
を
参
酌
す
れ
ば
、「
不

法
移
民
は
い
つ
不
法
で
な
く
な
る
の
か
」（

60
）と

い
う
期
間
の
計
算
の
問
い
に

対
し
て
も
、
不
正
時
か
ら
責
任
追
及
の
た
め
の
心
理
的
連
結
性
が
薄
れ
、

か
つ
当
該
土
地
に
お
け
る
人
格
的
自
律
を
構
想
す
る
に
値
す
る
だ
け
の
他

者
と
の
関
係
を
構
築
す
る
に
十
分
な
期
間
が
経
過
し
た
と
き
、
と
い
う
１

つ
の
視
点
あ
る
い
は
検
討
材
料
が
供
さ
れ
る（

61
）。

　

た
だ
し
上
述
の
通
り
、
も
は
や
こ
れ
は
、
憲
法
が
想
定
す
る
所
有
論
の

範
疇
を
超
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
所
有
と
人
格
の
関
連
か
ら
、
以
上
の
よ

う
に
社
会
学
的
・
法
哲
学
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
こ
れ

を
憲
法
学
上
の
財
産
理
論
や
所
有
の
理
論
と
し
て
論
じ
る
に
は
無
理
が
あ

る
。
当
該
議
論
は
、
一
般
に
は
、
個
人
像
や
人
格
的
自
律
の
項
で
語
ら
れ

る
べ
き
内
容
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
居
住
移
転
や
家
族
の
結
合
で
論
じ

よ
う
と
も
、
そ
の
議
論
は
国
民
説
が
い
う
と
こ
ろ
の
人
権
と
憲
法
上
の
権

利
の
懸
隔
を
、
市
民
権
の
財
産
権
的
時
効
取
得
が
ご
と
き
論
で
一
網
打
尽

に
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、
入
管
法
上
の
在
特
を
め
ぐ
っ

て
、
行
政
争
訟
に
お
け
る
過
程
審
査
内
の
積
極
要
素
と
消
極
要
素
へ
の
評

価
を
、
規
範
論
的
に
整
理
し
体
系
的
に
説
明
す
る
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　

敷
衍
す
る
。

　

以
上
か
ら
個
人
の
事
情
と
し
て
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
関
係
性
の
構
築

と
い
う
要
素
は
、
物
質
的
生
存
の
み
な
ら
ず
人
格
的
生
存
に
つ
な
が
り
、

そ
の
尊
重
が
要
請
さ
れ
る
と
い
い
う
る
。

　

こ
れ
が
、
他
方
の
責
任
負
担
者
の
国
家
の
側
か
ら
す
る
と
、
コ
ス
ト
論

や
誰
が
答
責
性
を
有
す
る
か（

62
）と

い
う
責
任
の
議
論
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ

る
人
格
的
自
律
と
は
、
こ
の
よ
う
に
時
間
の
経
過
と
関
係
の
変
化
に
よ
っ

て
変
動
す
る
可
能
性
を
持
っ
た
、
し
か
も
人
生
に
お
い
て
一
貫
し
た
も
の

で
は
な
く
、
数
年
（
か
ら
十
数
年
）
の
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

さ
ら
に
、
以
上
を
長
期
に
わ
た
り
違
法
に
滞
在
す
る
非
正
規
滞
在
者
の

人
格
に
当
て
は
め
る
と
、
地
域
社
会
と
の
紐
帯
や
関
係
性
と
い
っ
た
議
論

も
、
所
有
と
人
格
的
自
律
、
非
難
可
能
性
の
減
少
と
い
う
観
点
か
ら
、
次

の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
違
法
な
長
期
滞
在
に
よ
る
関
係
構
築
と
紐
帯
、
財
の
所
有

に
よ
り
、
非
正
規
滞
在
者
が
認
識
す
る
自
我
は
変
動
し
、
ま
た
そ
の
人
格

的
自
律
の
構
想
内
容
も
、
連
結
性
を
強
く
感
じ
ら
れ
る
自
己
に
重
要
性
を

置
い
て
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
、
所
有
物
と
他
者
と
の
つ
な
が
り

の
喪
失
、
つ
ま
り
退
去
強
制
が
、
個
人
の
人
格
的
な
意
味
で
の
生
存
と
、

物
質
的
な
生
存
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
、
よ
り
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
入
管
法
や
移
民
法
の
潜
脱
な
ど
の
行
為
に
対
す
る
非
難
の
程
度

も
、
不
正
時
と
現
在
の
心
理
的
連
結
性
の
弱
ま
り
と
と
も
に
低
下
す
る（

58
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
時
間
と
人
格
の
観
点
か
ら
移
民
を
論
じ
る
こ
と
で
、

紐
帯
に
よ
る
個
人
の
人
格
的
・
物
質
的
生
存
に
関
わ
る
当
該
空
間
・
関
係

性
の
意
味
が
個
人
主
義
的
に
よ
り
良
く
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
過
去
の
不

正
に
対
す
る
非
難
・
結
果
負
担
の
責
任
の
減
少
を
論
じ
う
る
。

　

そ
し
て
、
諸
国
家
を
諸
個
人
の
物
質
的
・
人
格
的
生
存
お
よ
び
そ
れ
に

必
須
の
法
的
状
態
実
現
の
責
任
を
負
う
諸
主
体
と
想
定
し
た
と
き
、
誰
が

責
任
を
負
う
の
に
最
適
か
を
問
い
、
責
任
対
象
の
配
置
換
え
を
要
請
す
る

根
拠
・
重
み
も
確
固
た
る
も
の
に
な
る（

59
）。



21 － 所有論から考察する非正規滞在者の地位（浦川）

研
究
、
並
び
に
国
家
の
コ
ス
ト
論
へ
の
重
心
の
移
動
を
み
た
。

　

第
２
章
で
は
、
以
上
の
所
有
論
の
知
見
を
参
照
し
な
が
ら
、「
時
間
の

経
過
に
よ
る
関
係
性
の
変
化
」
の
含
意
と
規
範
的
内
容
を
検
討
し
た
。
第

１
節
で
は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論
の
難
点
を
整
理
し
た
。
第
２
節
で
は
、
財

を
所
有
し
、
他
者
と
関
係
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
個
人
に
と
っ
て

何
を
意
味
す
る
の
か
、
人
格
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、

財
の
所
有
と
他
者
の
視
線
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
自
分
で
認
識
す
る
自
分
と

い
う
自
我
が
形
成
・
獲
得
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
人
格
の
通
時
的
同
一
性
に

つ
き
、
そ
の
同
一
性
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
く
、
一
般
に
我
々
が
生
に

お
い
て
重
要
と
考
え
て
い
る
の
は
心
理
的
連
結
性
な
の
か
も
し
れ
な
い
こ

と
、
ま
た
個
人
に
と
っ
て
道
徳
上
意
味
の
あ
る
自
律
的
生
の
内
容
も
不
変

の
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
間
と
関
係
性
の
変
化
に
よ
っ
て
変
動
し

う
る
も
の
と
把
握
す
る
の
が
リ
ア
ル
な
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
論
じ

た
。
そ
し
て
、
人
格
・
愛
着
の
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
以
上
の
議
論
は
（
広

義
に
）
所
有
論
の
枠
内
で
論
じ
う
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
市
民
権
を
取
得

時
効
的
に
権
利
と
し
て
当
然
取
得
す
る
な
ど
と
い
え
る
か
は
な
お
怪
し

い
、
と
い
う
暫
定
的
結
論
に
達
し
た
。

　

本
稿
の
心
の
哲
学
や
社
会
学
に
つ
い
て
は
、
生
兵
法
の
謗
り
を
受
け
る

か
も
し
れ
な
い
。
人
格
と
責
任
の
関
係
や
、
自
我
と
人
格
に
関
す
る
検
討

も
十
分
で
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
今
後
研
究
を
深
め
、
よ
り

多
く
を
学
び
た
い
。

る
。
し
か
し
そ
の
議
論
は
依
然
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
外
国
人
の
人
権
が
保

障
さ
れ
る
か
と
い
う
従
来
の
議
論
の
範
疇
に
あ
る
。
外
国
人
が
憲
法
上
の

権
利
全
て
を
当
然
に
保
障
さ
れ
る
地
位
を
時
間
に
よ
っ
て
直
接
に
取
得
す

る
、
と
い
う
主
張
と
の
懸
隔
は
な
お
大
き
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
格
の
同
一
性
よ
り
も
連
結
性
を
重
視
す
る
パ
ー

フ
ィ
ッ
ト
や
森
村
の
主
張
か
ら
、「
不
法
移
民
は
い
つ
不
法
で
な
く
な
る

の
か
」
の
時
期
の
計
算
の
た
め
の
基
礎
が
同
時
に
見
出
さ
れ
る
。

　

所
有
論
と
自
我
論
、
人
格
論
か
ら
は
、
以
上
の
こ
と
が
学
び
と
れ
る
。

ま
た
、
従
来
の
移
民
法
上
の
議
論
も
整
理
で
き
る
。

む
す
び
に
代
え
て

　

以
上
、
本
稿
は
長
期
に
わ
た
る
非
正
規
滞
在
者
の
在
留
特
別
許
可
に
つ

い
て
、所
有
と
関
係
性
と
人
格
の
観
点
か
ら
論
じ
て
き
た
。
第
１
章
で
は
、

所
有
論
と
の
関
連
か
ら
、主
権
と
市
民
権
を
論
じ
る
先
行
研
究
を
概
観
し
、

諸
種
の
視
点
を
学
ん
だ
。
第
１
節
で
は
、
現
代
国
家
の
退
去
強
制
権
を
自

然
状
態
テ
ー
ゼ
あ
る
い
は
財
産
権
か
ら
導
出
し
論
じ
る
こ
と
に
カ
テ
ゴ
リ

錯
誤
が
あ
る
と
指
摘
す
る
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
見
解
を
紹
介
し
た
。
第
２
節

で
は
、
市
民
権
が
政
府
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
財
産
で
あ
る
と
の
想
定
の

も
と
、「
時
間
の
経
過
に
よ
る
関
係
性
の
変
動
」
に
注
目
し
、
財
の
時
効

取
得
同
様
に
市
民
権
も
取
得
し
う
る
と
論
じ
る
ア
イ
エ
レ
ッ
ト
・
シ
ャ
ッ

ハ
ー
の
理
論
を
整
理
し
た
。
第
３
節
で
は
、
独
自
の
「
占
有
権
」
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
議
論
の
展
開
を
試
み
る
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
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15-37, M
ay 2015, at 1 

を
参
照
。

（
４
） 　

ま
た
か
か
る
主
権
と
所
有
権
の
類
比
の
思
考
は
過
去
の
遺
物
で
は
な
く
、

移
民
の
文
脈
を
離
れ
た
現
代
の
財
産
理
論
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
見
ら
れ

る
。
例
え
ばJam

es C
harles Sm

ith, Property and Sovereignty in the 

Tw
enty-First C

entury, in eds by Jam
es C

harles Sm
ith, P

R
O

PERTY
 A

N
D 

S
O

V
E

R
E

IG
N

T
Y (R

outledge, 2013) at 1, L
arissa K

atz, A
dverse 

Possession and Sovereignty, in eds by Jam
es C

harles Sm
ith, P

R
O

PERTY
 

A
N

D  S
O

V
ER

EIG
N

TY (R
outledge, 2013) at 243 

な
ど
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
。

（
５
） 　

原
文
で
は
、sovereignty ow

nership conception

と
な
っ
て
い
る
。
君

主
の
家
産
で
あ
る
国
家
に
誰
を
立
ち
入
ら
せ
、
誰
を
排
除
す
る
か
と
い
う

発
想
が
こ
の
典
型
。
ア
メ
リ
カ
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
購
入
や
、
国
土
の
保
有

と
い
っ
た
用
語
法
に
、
当
該
思
考
パ
タ
ー
ン
の
存
在
が
例
証
さ
れ
る
と
す

る
。

（
６
） 　

原
文
で
は
、responsibility conception of sovereignty

。
主
権
は
人
民

の
利
益
の
管
理
の
た
め
に
存
在
し
、
政
府
は
人
民
に
対
し
て
権
限
行
使
の

責
任
を
負
う
と
す
る
考
え
。
私
有
財
産
制
や
私
法
も
、
主
権
が
有
す
る
公

的
責
任
の
所
産
と
さ
れ
る
。

（
７
） 　Supra note (2), at 469.

（
８
） 　

以
下
引
用
す
る
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
研
究
は
、Ayelet Schachar, C

itizenship 

for Sale? The O
xford H

andbook of C
itizenship, O

xford (2017), at 789, 
A

yelet Schachar, E
arned C

itizenship: P
roperty Lessons for 

Im
m

igration Reform
, Yale Journal of Law

 &
 the H

um
anities, Vol. 23 

(2011), at 114, A
yelet Schachar and R

an H
irshal, C

itizenship as 

Inherited Property, Political Theory Vol. 35, N
o. 3 (2007), at 253

か
ら
。

（
９
） 　

な
お
、
悪
意
者
の
取
得
時
効
と
の
類
比
で
、
非
正
規
移
民
の
地
位
の
法

（
１
） 　

な
お
人
権
に
何
が
含
ま
れ
る
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
外
国
人
の

人
権
に
関
す
る
従
来
の
議
論
を
整
理
し
、
ま
た
退
去
強
制
や
収
容
・
仮
放

免
に
つ
い
て
も
論
じ
る
近
時
の
研
究
と
し
て
、
曽
我
部
真
裕
「
外
国
人
の

基
本
権
保
障
の
あ
り
方
」
法
学
教
室
４
８
３
号
71
頁
。

（
２
） 　

主
権
概
念
を
家
産
国
家
に
お
け
る
領
土
所
有
か
ら
導
出
す
る
の
で
は
な

く
、
国
家
の
責
任
と
し
て
の
主
権
の
行
使
と
把
握
す
る
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の

共
和
主
義
的
理
解
か
ら
は
、
公
共
財
は
万
人
に
使
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
の
移
民
の
排
除
も
、
財
産
理
論
に
よ
る
べ
き
で
な
い
こ
と

と
な
る
。
国
家
未
満
の
共
同
体
に
お
け
る
共
有
財
産
に
つ
い
て
も
ウ
ォ
ル

ド
ロ
ン
は
考
察
す
る
が
、
そ
こ
で
は
財
産
の
所
有
権
そ
れ
自
体
か
ら
は
排

除
の
権
能
が
導
出
で
き
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
共
有
財
産
の
共
有
の

あ
り
方
と
し
て
、（
ａ
）「
共
同
体
全
体
」
と
し
て
理
解
す
る
か
、（
ｂ
）
特

定
の
人
々
の
名
前
の
下
に
あ
る
も
の
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
の
２
通
り
が

あ
る
が
、（
ｂ
）
に
お
い
て
は
そ
れ
は
「
主
権
」
で
な
く
「
排
他
性
あ
る
巨

大
な
ク
ラ
ブ
」
で
、（
ａ
）
は
現
代
に
お
け
る
主
権
概
念
の
理
解
に
妥
当
す

る
が
、
新
参
者
を
迎
え
入
れ
る
義
務
は
な
く
と
も
部
外
者
を
排
除
す
る
に

は
ま
た
別
の
適
当
な
根
拠
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
真
性
の
共
有
財
産
所

有
者
と
し
て
の
地
位
は
そ
の
領
域
内
に
い
る
者
全
員
の
福
利
の
た
め
に
行

使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
そ
の
成
員
が
誰
で
あ
る
か
は
、（
後
述
す

る
）「
主
権
の
所
有
構
想
」
か
ら
は
独
立
し
て
決
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
あ
る
、
と
い
う
。Jerem

y W
aldron, Exclusion: Property Analogies 

in the Im
m

igration D
ebate, Theoretical Inquiries L. Vol. 18 (2017), at 

483, 487.

（
３
） 　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、Jerem

y W
aldron, Im

m
igration: 

A Lockean Approach, N
YU

 school of law, public l aw
 research paper N

o. 



23 － 所有論から考察する非正規滞在者の地位（浦川）

（
12
） 　

な
お
財
産
権
と
の
類
比
で
語
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
論
稿

か
ら
示
唆
を
得
て
い
る
と
明
言
す
る
。

（
13
） 　

本
款
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、supra note (10), at 
59-85

を
参
照
。

（
14
） 　

な
お
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
、
財
産
権
と
い
う
ラ
ベ
ル
を

付
し
て
論
じ
る
こ
と
は
、
彼
女
の
道
徳
論
上
、
さ
し
た
る
重
要
性
を
持
た

な
い
と
い
う
。
財
産
権
の
ラ
ベ
ル
の
下
で
論
じ
る
彼
女
の
意
図
は
、
財
産

権
同
様
に
、「
占
有
権
」
が
「
物
や
資
源
に
関
す
る
権
利
の
束
」
と
い
う
共

通
性
を
有
す
る
こ
と
を
、
表
現
す
る
点
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。「
占
有
権
」

と
財
産
権
は
、
土
地
に
対
す
る
権
利
と
他
者
の
義
務
に
つ
い
て
、
諸
種
の

共
通
点
を
有
す
る
。
ゆ
え
に
、「
占
有
権
」
に
よ
る
土
地
の
一
方
的
な
原
始

取
得
と
他
者
の
そ
の
尊
重
義
務
の
発
生
、
な
ら
び
に
領
土
占
有
に
対
す
る

配
分
上
の
制
約
も
、
財
産
理
論
（
と
り
わ
けproviso

）
か
ら
引
き
出
す
と

い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、自
由
主
義
下
で
の
完
全
な
所
有
権
と
、（
ス
テ
ィ

ル
ツ
の
定
義
す
る
）
原
始
的
権
利
は
、
市
場
で
の
交
換
可
能
性
や
譲
渡
可

能
性
な
ど
の
性
質
に
つ
い
て
相
違
点
が
大
き
い
。
く
わ
え
て
、
原
始
的
権

利
に
付
随
す
る
制
約
は
、
所
有
権
に
伴
う
制
約
よ
り
も
広
範
で
あ
る
。
ス

テ
ィ
ル
ツ
自
身
も
こ
れ
を
認
め
る
（
同
書
22
―
23
頁
。
な
お
前
述
の
通
り
、

財
産
理
論
と
国
家
主
権
の
連
結
は
近
世
の
政
治
思
想
に
お
い
て
は
よ
く
あ

る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
歴
史
的
な
問
題
と
理
論
上
の
問
題
は
、

分
け
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
）。
そ
し
て
原
始
的
権
利
が
、
一
般
に
財
産
権

と
呼
ば
れ
る
も
の
ほ
ど
強
力
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
財
産
権
と
い
う
語
を
、

も
っ
と
広
範
に
裁
量
的
排
除
可
能
性
と
譲
渡
可
能
性
を
伴
う
特
定
の
権
原

に
限
定
し
使
用
す
る
べ
き
と
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、
原
始
的
権
利
が
な
ん
ら

か
の
財
産
権
類
似
な
利
益
を
保
護
し
て
い
る
と
認
識
で
き
る
の
な
ら
、
別

的
な
正
規
化
・
正
当
化
を
図
る
研
究
は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
専
売
特
許
で
は

な
く
、
こ
れ
と
類
す
る
研
究
は
諸
種
存
在
す
る
。
例
え
ば
、Tim

othy J. 

Lukes and M
inh T. H

ong, O
pen and N

otorious: Adverse Possession 

and Im
igration Reform

, W
ashington U

niversity Journal of Law
 &

 

Policy, Vol. 27 (2008) at 123 

は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
るA

dverse 

Possession 
（
敵
対
的
占
有
）
の
法
理
に
よ
る
土
地
等
の
財
産
の
時
効
取
得

と
の
類
比
で
非
正
規
移
民
の
地
位
の
正
規
化
が
法
的
に
正
当
化
で
き
る
こ

と
、か
か
る
「
法
的
」
な
理
論
構
成
に
よ
っ
て
、寛
容
や
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
（
赦

し
）
な
ど
と
い
っ
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
議
論
を
廃
し
、
ま
た
過
去
の
不

正
へ
の
償
い
な
ど
の
議
論
も
不
要
と
な
る
旨
を
主
張
す
る
。
し
か
し
同
研

究
の
内
容
は
、
専
ら
同
法
理
へ
、
非
正
規
移
民
が
置
か
れ
た
境
遇
を
言
い

換
え
た
事
実
を
当
て
嵌
め
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
類
比
の
研
究
の
多
く

は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
よ
う
に
、
な
ぜ
同
法
理
が
移
民
と
い
う
別
の
カ
テ
ゴ

リ
に
も
適
用
な
い
し
準
用
で
き
る
の
か
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
は
答
え

て
い
な
い
。
ゆ
え
に
本
稿
は
、
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
研
究
を
理
解
と
理
論
を
深

化
さ
せ
る
叩
き
台
と
し
て
参
照
し
た
。

（
10
） 　

本
款
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
主
にA

nna Stilz, 

T
ER

R
ITO

R
IA

L S
O

V
ER

EIG
N

TY, O
xford (2019), at 1

を
参
照
。

（
11
） 　

な
お
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
政
治
的
責
務
論
等
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で

は
割
愛
す
る
。
ま
た
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
前
提
は
、
外
国
人
の
入
国
（access
）

に
対
す
る
拒
否
（exclusion

）
で
あ
り
、
国
境
の
閉
鎖
と
管
理
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
、
こ
れ
を
す
で
に
国
内
に
い
る
外
国
人
の
退
去
強
制

（deportation

）
と
直
ち
に
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
本
稿

で
は
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
思
考
を
可
能
な
限
り
善
解
し
、
退
去
強
制
に
つ
い
て

考
察
を
深
め
る
。
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正
規
化
・
試
論
」
一
橋
法
学
９
巻
３
号
（
２
０
１
０
年
）
７
３
１
頁
（
ま

た
関
連
研
究
と
し
て
、同
「
国
籍
取
得
の
「
権
利
」
性
と
国
家
の
「
裁
量
」
論
」

独
協
法
学
63
号
（
２
０
０
４
年
）
１
０
７
頁
）
が
あ
る
（
本
稿
の
よ
う
に

財
産
権
の
性
質
や
カ
テ
ゴ
リ
論
を
直
接
に
扱
う
も
の
で
は
な
い
が
、
研
究

の
上
で
多
く
の
示
唆
を
得
た
）。

（
22
） 　

こ
の
点
、
吉
野
悟
「
比
較
法
史
の
基
礎
と
し
て
の
自
然
法
学
の
所
有
権

概
念
」
法
学
紀
要
35
巻
２
１
５
頁
、
同
「
グ
ロ
チ
ウ
ス
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド

ル
フ
に
お
け
る
所
有
権
思
想
（
1
）（
2
）」
日
本
法
学
53
巻
１
号
35
頁
、

54
巻
１
号
35
頁
、
津
野
義
堂
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
自
然
法
の
二
重
譲
渡
論

に
お
け
る
売
買
と
所
有
権
の
移
転
」
津
野
義
堂
編
『
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
法
学
』

（
中
央
大
学
出
版
部
、
２
０
１
７
年
）
２
３
９
頁
、
出
雲
孝
「
近
世
自
然
法

論
に
お
け
るusucapio

の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」
同
２
８
７
頁
な
ど
が
参
考
に

な
る
。
出
雲
研
究
に
お
い
て
は
、
近
世
の
取
得
事
項
の
根
拠
と
し
て
、（
国

家
の
領
土
問
題
を
前
提
に
し
な
が
ら
）
沈
黙
・
不
作
為
が
既
知
と
懈
怠
を

推
定
さ
せ
そ
こ
か
ら
遺
棄
の
推
定
を
働
か
せ
る
も
の
、
懈
怠
へ
の
懲
戒
を

説
く
も
の
、
沈
黙
・
不
作
為
か
ら
合
意
の
推
定
を
働
か
せ
る
も
の
、
証
拠

の
散
逸
に
基
づ
く
も
の
が
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
時
効
と
い
う
技
術
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
を
所
有
の
安
定
に
よ
る
人
類
の
平
穏
確
保
と
い
う
保
守
的
理

由
に
根
拠
を
求
め
る
主
張
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
別
の
論
点
と
し
て
、

正
当
権
限
と
善
意
は
求
め
る
か
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
推
定
を
働
か
せ

る
か
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

（
23
） 　

こ
こ
で
は
、
不
法
占
有
に
基
づ
く
時
効
取
得
と
こ
れ
を
お
く
。

（
24
） 　Larissa K

atz, supra note (4), at 243. 

同
研
究
に
お
い
て
は
、
敵
対
的
占

有
正
当
化
モ
デ
ル
と
し
て
、
①
手
続
モ
デ
ル
、
②
法
道
徳
主
義
者
モ
デ
ル
、

③
矛
盾
使
用
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
、
カ
ッ
ツ
は
③
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
所
有

に
そ
の
ラ
ベ
ル
を
付
す
こ
と
に
留
保
が
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
、
と
譲
歩
の

姿
勢
を
み
せ
る
（
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、N

icolus C
ornell

に
よ
る
、「
財
産
権

は
『
物
（thing

）』
そ
れ
自
体
に
つ
き
直
接
生
じ
る
権
利
で
あ
る
が
、
原
始

的
権
利
は
『
た
ま
た
ま
そ
の
物
に
関
連
し
て
（happen to concern the 

thing

）』
人
と
人
の
間
で
生
じ
る
道
徳
的
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
を
容

れ
る
。
同
書
72
頁
）。
こ
こ
に
至
っ
て
は
、「
占
有
権
」
は
財
産
理
論
と
の

ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
半
ば
放
棄
さ
れ
、
但
書
（proviso

）
は
自
己
保
存
と
両
立

す
る
程
度
で
の
他
者
へ
の
配
慮
、
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
的
道
徳
立
を

引
き
出
す
ツ
ー
ル
へ
と
一
段
、
一
般
化
さ
れ
る
。

（
15
） 　

本
款
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、supra note (10), at 

185-215

を
参
照
。

（
16
） 　

M
ichael B

lake, Im
m

igration, Jurisdiction, and E
xclusion, 

Philosophy &
 Public affairs 41, no. 2 (2013), at 103.

（
17
） 　

な
お
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
ブ
レ
イ
ク
分
析
は
、M

ichael K
ates and R

yan 

Pevnick, Im
m

igration, Jurisdiction, and H
istory, Philosophy  &

Public 

affairs 42, no. 2 (2014), at 179 

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

（
18
） 　Jerem

y W
aldron, Special Ties and N

atural D
uties, Philosophy 

&
Public A

ffairs, Vol. 22, N
o. 1 (1993), at3.

（
19
） 　R

obert E. G
oodin, W

hat is So Special about O
ur Fellow

 C
ountry? 

Ethics Vol. 98, N
o.4 (1988), at 663.

（
20
） 　

瀧
川
裕
英
『
国
家
の
哲
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
１
７
年
）。

（
21
） 　

な
お
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
法
上
のA

dverse Possession

の

法
理
を
参
照
し
な
が
ら
、
わ
が
国
民
法
の
法
理
と
理
解
に
引
き
直
し
、
非

正
規
移
民
の
地
位
の
正
規
化
を
論
じ
よ
う
と
す
る
研
究
が
存
在
す
る
。
そ

の
例
と
し
て
、
高
佐
智
美
「
取
得
時
効
の
理
論
に
よ
る
非
正
規
滞
在
者
の
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U
niversity of Toronto L

aw
 Journal (2008), at 273, L

arissa K
atz, 

Property's Sovereignty, 8 Theoretical Inq. In Law
 (2017), at 8

な
ど
も

参
照
。
こ
の
他
、
Ａ
Ｐ
論
に
つ
い
て
は
、R

ichard H
. H

elm
holz, Adverse 

Possession and Subjective Intent, 61W
ashington U

niversity Law
 

Q
uarterly 331 (1983), Jeffrey Evans Stake, The U

neasy C
ase for 

A
dverse P

ossession, articles by M
aurer Faculty (2001) at 2419, 

M
argaret Jane R

adin, Tim
e, Possession, and Alienation, 64 W

ash. U
. L. 

Q
. (1986) at 739

も
参
照
し
た
。

（
25
） 　

例
え
ばM

. G
arnett R

oth, Reconciling C
om

peting System
s of 

Property Rights Through Adverse Possession, Libertarian Papers, Vol. 

10, N
o. 1 (2018), at 113

は
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
功
利
主
義
を
対
照
し
、

労
働
に
よ
る
価
値
の
創
出
と
取
得
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
当
初
の
権
原

が
永
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
真
の
所
有
者
が
懈
怠
す
る
間
に
新
た
に
労

働
に
よ
り
改
善
を
行
っ
た
者
へ
の
権
利
の
移
転
を
正
当
化
す
る
。

（
26
） 　

森
村
進
『
権
利
と
人
格
』（
創
文
社
、
１
９
８
９
年
）、
同
『
財
産
権
の

理
論
』（
弘
文
堂
、
１
９
９
５
年
）
１
１
５
―
１
１
６
頁
、
１
１
９
―

１
２
１
頁
、
ま
たD

erek Parfit, R
EA

SO
N

S A
N

D P
ER

SO
N

S , O
xford (1984)

も
参
照
の
こ
と
。

（
27
） 　C

harles A
. R

eich, The N
ew

 Property, Yale L.J., 73 (1964) at 733.

（
28
） 　

政
府
の
贈
物
（governm

ent largess

）
た
る
政
府
提
供
の
福
利
（w

ealth

）

の
具
体
例
と
し
て
は
、
公
務
員
へ
の
給
金
、
社
会
保
障
、
公
共
財
調
達
の

た
め
の
政
府
と
の
事
業
契
約
、
補
助
金
、
特
許
、
許
認
可
、
資
格
制
、
公

有
資
源
の
取
得
・
利
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
29
） 　

ラ
イ
ヒ
は
米
国
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ス
ペ
イ
ン
の
王
か
ら
の
贈
物
で
あ

る
と
い
う
歴
史
を
挙
げ
る
。
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン

と
主
権
概
念
を
類
比
さ
せ
な
が
ら
平
和
的
ク
ー
デ
タ
ー
と
し
て
こ
れ
を
論

じ
る
（
ま
た
、
正
当
化
理
由
と
し
て
、
責
任
の
所
在
の
明
確
化
を
挙
げ
る
）。

近
時
の
英
国
で
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
①
モ
デ
ル
で
は
、adverse 

possession 

（
以
下
Ａ
Ｐ
）
は
非
敵
対
性
と
手
続
性
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
こ

で
は
、
元
の
所
有
者
の
所
有
の
喪
失
は
占
有
者
に
よ
る
新
た
な
取
得
の
反

射
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
、
か
つ
そ
れ
は
不
法
な
剥
奪
で
は
な
い
と
さ
れ

る
。
そ
の
思
考
の
根
底
に
は
、
完
全
な
所
有
な
ど
存
在
せ
ず
、
所
詮
は
他

者
に
主
張
し
う
る
力
の
強
弱
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
問
題
だ
、
と
い
う
封
建
的

所
有
観
が
見
受
け
ら
れ
る
。
②
モ
デ
ル
は
ア
メ
リ
カ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

そ
こ
で
は
Ａ
Ｐ
を
新
た
な
所
有
者
へ
と
転
じ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
影
響
が

考
慮
さ
れ
る
。
不
法
占
有
者
に
よ
る
取
得
は
「
窃
取
（theft

）」
と
い
う
用

語
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
Ａ
Ｐ
法
制
は
善
意
の
不
法
占
有
者
の
誤
り
を
正
す

ツ
ー
ル
（tool to correct the m

istakes of good faith squatters

）
と
扱
わ

れ
る
。
悪
意
の
不
法
占
有
者
は
、
Ａ
Ｐ
の
利
益
を
享
受
す
る
に
値
せ
ず
、

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
正
当
化
根
拠
に
つ
い
て
は
、
功
利
主
義
や
真
の
所

有
者
の
怠
惰
（lazy ow

ners

）
な
ど
が
あ
る
。
③
モ
デ
ル
で
は
、
①
モ
デ
ル

に
反
し
て
時
効
取
得
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
影
響
力
を
認
め
つ
つ
、
か
つ
②
モ

デ
ル
が
陥
っ
た
道
徳
的
パ
ラ
ド
ク
ス
も
回
避
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｐ
は
元
の
所

有
者
が
設
定
し
て
い
た
行
動
指
針
（agenda

）
と
両
立
し
な
い
や
り
方
で
、

占
有
者
が
土
地
を
使
用
し
た
時
に
の
み
、
成
立
す
る
と
説
く
。
そ
こ
で
は
、

主
権
と
所
有
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
元
の
所
有
者
に
対
す
る
所
有
保
持
の

手
段
に
訴
え
か
け
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
カ
ッ
ツ
の
主
権
と
の
ア
ナ
ロ

ジ
ー
に
つ
い
て
は
他
に
も
、Larissa K

atz, The M
oral Paradox of Adverse 

Possession: Sovereignty and Revolution in Property Law, 55 M
cG

ill l. 

J. at 47, Larissa K
atz, Exclusion and  Exclusivity in Property Law

. 58 
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版
局
、２
０
１
５
年
）
も
参
照
。
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
、広
渡
清
吾
「
国
籍
・

市
民
権
・
民
族
所
属
性
」
専
修
法
学
論
集
１
２
０
号
（
２
０
１
４
年
）

１
０
３
頁
も
参
照
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
あ
る
べ
き
市

民
権
の
研
究
と
し
て
は
、
デ
レ
ッ
ク
・
ヒ
ー
タ
ー
著
（
田
中
俊
郎
・
関
根

政
美
訳
）『
市
民
権
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
、
２
０
０
２
年
）
も
参
照
。

（
33
） 　

著
作
権
の
よ
う
な
、
無
形
で
人
工
的
な
利
益
の
財
産
権
と
し
て
の
正
当

化
困
難
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
森
村
進
『
権
利
と
人
格
』
前

掲
注
（
26
）、
同
『
財
産
権
の
理
論
』
前
掲
注
（
26
）、
同
『
ロ
ッ
ク
所
有

論
の
再
生
』（
有
斐
閣
、
１
９
９
７
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
反
対

に
知
的
所
有
を
所
有
の
真
理
と
す
る
も
の
と
し
て
、
高
橋
一
行
『
所
有
論
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
２
０
１
０
年
）、
同
『
知
的
所
有
』（
御
茶
の
水
書
房
、

２
０
１
３
年
）
も
参
照
。

（
34
） 　See, Ayelet Schachar, C

itizenship for Sale? supra note (8), at 789.

（
35
） 　

ま
た
市
民
権
等
の
政
府
の
福
利
の
非
譲
渡
性
は
、
譲
渡
性
を
備
え
る
情

報
や
知
的
所
有
と
も
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。

（
36
） 　

所
有
論
の
側
か
ら
、
主
権
論
へ
の
接
近
を
批
判
す
る
研
究
も
あ
る
。
ア
ー

サ
ー
・
リ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
類
比
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
権
利
・
権

限
行
使
に
対
す
る
統
制
規
範
の
内
在
性
・
外
在
性
、
お
よ
び
両
権
の
目
的

で
あ
る
。
現
代
の
立
憲
主
義
下
で
の
財
産
権
の
根
拠
と
し
て
し
ば
し
ば
、

人
格
的
自
律
や
功
利
が
挙
が
る
が
、
い
ず
れ
も
過
剰
か
つ
過
小
包
摂
で
あ

る
。
財
産
権
の
法
理
・
性
質
を
素
朴
（naïve

）
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
私

的
目
的
（private purpose

）
に
使
い
う
る
、
当
該
財
の
行
使
に
よ
り
い
か

な
る
目
的
を
追
求
す
る
か
、
誰
に
譲
渡
す
る
か
、
さ
ら
に
は
毀
損
す
る
こ

と
ま
で
自
由
で
あ
る
。
そ
し
て
財
産
権
に
対
し
統
制
を
加
え
る
規
範
は
、

そ
の
外
部
（external

）
か
ら
及
ぼ
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
権
利
者
の
使

の
カ
テ
ゴ
リ
錯
誤
の
疑
義
を
検
討
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
30
） 　

な
お
そ
の
論
じ
る
と
こ
ろ
は
、
少
な
く
と
も
現
代
の
我
が
国
に
お
い
て

は
、
権
利
の
憲
法
上
の
保
護
は
財
産
権
で
は
な
く
25
条
の
存
在
に
よ
っ
て

社
会
権
就
中
生
存
権
の
観
点
か
ら
主
と
し
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

そ
の
統
制
枠
組
み
は
、
行
政
法
理
論
の
精
緻
化
に
よ
っ
て
彫
琢
さ
れ
て
き

た
内
容
と
通
底
す
る
。

（
31
） 　Linda B

osniak, C
itizenship D

enationalized, Indiana Journal of 

G
lobal Legal Studies, Vol. 7 (2000) at 455, 470-471.

（
32
） 　

こ
こ
で
は
本
稿
が
扱
う
財
産
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
諸
研
究
の
関
心
と
、
議
論

の
簡
潔
性
の
た
め
に
、「
国
家
と
国
民
の
関
係
」
か
ら
市
民
権
を
記
述
し
て

い
る
。
こ
こ
に
「
国
民
ど
う
し
の
関
係
」
と
い
う
民
主
制
と
政
治
的
正
統

性
の
話
を
加
味
す
る
と
、
議
論
は
一
層
複
雑
に
な
り
、
か
つ
財
産
理
論
か

ら
遠
の
く
。
財
産
と
は
ま
た
違
う
、
市
民
権
固
有
の
意
味
や
価
値
を
比
較

法
的
に
研
究
す
る
近
時
の
先
行
研
究
と
し
て
、
坂
東
雄
介
「
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
お
け
る
市
民
権
の
取
得
と
喪
失
に
関
す
る
法
制
度
」
商
学
討
究
67

巻
２
・
３
号
（
２
０
１
６
年
）
２
３
５
頁
、
同
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け

る
二
重
市
民
権
の
位
相
」
同
70
巻
２
・
３
号
（
２
０
１
９
年
）
も
参
照
。
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
的
正
統
性
の
観
点
か
ら
の
思
想
史
的
研
究
と
し
て

は
、
上
田
将
由
「
現
代
憲
法
論
に
お
け
る
市
民
権
の
可
能
性
」
法
学
政
治

学
論
究
１
２
２
号
（
２
０
１
９
年
）
33
頁
も
参
照
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
に
お
け
る
歴
史
的
な
（
政
治
的
正
統
性
と
し
て
の
）
市
民
権
概
念
の

発
展
と
形
成
、
並
び
に
（
い
わ
ゆ
る
）
エ
ス
ノ
的
な
市
民
権
と
シ
ヴ
ィ
ッ

ク
的
な
市
民
権
の
統
一
的
理
解
を
試
み
る
研
究
と
し
て
、
ド
ミ
ニ
ク
・
シ
ュ

ナ
ペ
ー
ル
著
（
富
沢
克
・
長
谷
川
一
年
訳
）『
市
民
権
と
は
何
か
』（
風
行
社
、

２
０
１
２
年
）、
同
著
（
中
嶋
洋
平
訳
）『
市
民
の
共
同
体
』（
法
政
大
学
出
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ず
物
で
あ
る
私
有
財
産
を
前
提
に
、
そ
の
法
理
が
土
地
・
水
路
等
の
公
共

性
を
有
す
る
公
物
、
金
銭
に
ど
れ
だ
け
妥
当
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
の
問
い

が
あ
る
（
学
説
は
時
効
取
得
否
定
説
、
黙
示
的
公
用
廃
止
説
、
制
限
的
時

効
取
得
説
、
完
全
時
効
取
得
説
に
整
理
で
き
る
。
な
お
判
例
は
、
公
共
用

財
産
の
長
年
の
放
置
に
よ
る
公
共
用
財
産
と
し
て
の
機
能
・
形
態
の
喪
失
、

占
有
者
の
公
然
平
穏
の
占
有
継
続
、
当
該
公
共
用
財
産
維
持
の
必
要
性
の

消
失
を
要
件
と
す
る
黙
示
の
公
用
廃
止
、
お
よ
び
時
効
取
得
の
成
立
の
可

能
性
を
判
示
し
た
）。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
一
身
専
属
性
の
強
い
公
法
上
の

地
位
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
取
得
と
所
有
の
法
理
を
適
用
さ
せ
ら
れ
る
の

か
と
い
う
問
い
が
あ
る
（
公
法
上
の
地
位
に
利
益
が
伴
う
と
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
当
該
利
益
を
必
要
と
す
る
者
あ
る
い
は
そ
の
資
格
を
有
す
る
者
だ

か
ら
こ
そ
享
受
す
る
利
益
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
生
活
保
護
を
20
年
間
悪
意

で
不
正
受
給
し
よ
う
が
、
そ
の
後
の
適
正
な
受
給
資
格
の
時
効
取
得
や
税

制
上
の
優
遇
の
地
位
の
当
然
取
得
は
あ
り
得
る
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
私
法
の
領
域
内
に
お
い
て
も
、
身
分
を
時
効
取
得
し
う
る
の
か
ど
う

か
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
市
民
権
が
身
分
・
地
位
な
の
か
財

な
の
か
、
前
者
だ
と
し
た
ら
ど
こ
ま
で
財
と
近
似
す
る
の
か
を
よ
り
論
究

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
）。
た
だ
し
以
上
は
あ
く
ま
で
、
同
一
カ
テ
ゴ
リ
内

で
市
民
権
と
私
有
財
産
を
語
り
う
る
と
し
た
場
合
の
話
で
、
そ
も
そ
も
財

産
論
と
、
国
家
の
主
権
論
が
別
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
と
い
う
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン

の
論
を
参
酌
す
る
の
な
ら
ば
、
私
有
財
産
云
々
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
主
権
の

責
任
対
象
と
し
て
の
市
民
権
の
議
論
に
及
ぼ
す
こ
と
に
一
層
の
疑
義
が
生

じ
る
。

（
38
） 　

主
権
の
責
任
構
成
と
し
て
の
市
民
権
の
枠
内
に
、
国
家
に
よ
る
人
権
尊

重
（
と
り
わ
け
財
産
保
障
）
を
論
じ
、
そ
の
保
障
を
非
正
規
滞
在
者
に
及

用
目
的
に
内
在
（internal

）
す
る
も
の
で
は
な
い
。
対
し
て
、
カ
ン
ト
を

基
礎
と
す
る
現
代
の
主
権
国
家
体
制
に
お
け
る
国
家
の
主
権
は
、
前
近
代

の
家
産
国
家
に
お
け
る
主
権
と
は
違
い
、
市
民
皆
の
た
め
と
い
う
公
的
目

的
（public purpose

）
の
た
め
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家

は
非
人
格
的
な
装
置
と
し
て
、
自
己
の
利
益
を
図
る
の
で
は
な
く
当
該
目

的
実
現
の
た
め
に
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
的
な

も
の
で
あ
る
。
権
限
行
使
は
公
的
目
的
及
び
諸
種
の
制
度
目
的
実
現
の
た

め
、
と
い
う
拘
束
に
服
し
、
私
的
目
的
の
た
め
の
行
使
は
規
範
的
に
も
っ

て
の
外
で
、
か
つ
そ
の
譲
渡
も
認
め
ら
れ
な
い
。
か
か
る
権
限
に
対
す
る

統
制
規
範
は
、
個
人
の
尊
重
と
い
う
内
（internal

）
と
、
主
権
の
対
外
的

独
立
性
と
い
う
外
（external

）
の
両
方
か
ら
及
ぼ
さ
れ
る
。
そ
し
て
主
権

が
行
使
す
る
徴
税
や
富
の
再
配
分
と
い
っ
た
作
用
は
、
個
人
が
本
来
的
に

有
す
る
権
利
か
ら
は
引
き
出
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
差
異
を
勘

案
す
る
な
ら
、
主
権
を
財
産
権
の
よ
う
に
理
解
す
る
時
代
逆
行
的
構
想
も
、

ま
た
財
産
権
を
主
権
か
ら
委
託
さ
れ
た
管
理
者
（stew

ardship

）
と
し
て
の

権
限
と
組
み
換
え
る
構
想
も
妥
当
で
な
い
。
以
上
リ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
類

比
批
判
で
あ
る
（A

rthur R
ipstein, Property and Sovereignty: H

ow
 to 

Tell the D
ifference, 18 Theoretical Inquiries L. 243 (2017)

）。

（
37
） 　

わ
が
国
公
法
学
に
お
い
て
、
財
産
権
と
政
府
の
贈
物
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を

検
討
す
る
上
で
、
１
つ
の
導
き
の
糸
と
な
る
の
が
、
恐
ら
く
最
判
昭
和
50

年
２
月
25
日
民
集
29
巻
２
号
１
４
３
頁
（
お
よ
び
松
本
克
美
「
国
に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
と
消
滅
時
効
」
行
政
法
判
例
百
選
７
版
64
頁
）
と
最
判

昭
和
51
年
12
月
24
日
民
集
30
巻
11
号
１
１
０
４
頁
（
お
よ
び
福
重
さ
と
子

「
公
共
用
財
産
と
取
得
時
効
」
行
政
法
判
例
百
選
７
版
32
頁
）
で
あ
る
。
問

わ
れ
る
内
容
を
整
理
す
る
と
、
恐
ら
く
以
下
の
通
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
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う
合
意
論
的
契
機
を
欠
く
森
村
所
有
論
へ
の
批
判
も
提
示
す
る
（
同

１
９
０
―
１
９
１
頁
）。

（
42
） 　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
振
一
郎
・
立
岩
真
也
『
所
有
と
国
家
の
ゆ

く
え
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
２
０
０
６
年
）
40
―
41
頁
を
参
照
。

（
43
） 　Supra note (40), at 219 

も
こ
の
表
現
を
ロ
ッ
ク
か
ら
同
時
に
引
用
し
て

い
る
。

（
44
） 　

以
下
、
高
橋
か
ら
の
引
用
は
、
高
橋
一
行
『
所
有
論
』（
御
茶
の
水
書
房
、

２
０
１
０
年
）
６
７
―
１
２
３
頁
、
同
『
他
者
の
所
有
』（
御
茶
の
水
書
房
、

２
０
１
４
年
）
11
頁
を
参
照
し
た
。
な
お
「
否
定
の
否
定
に
よ
る
徹
底
的

な
否
定
か
つ
肯
定
」
や
無
限
判
断
、
悪
無
限
な
ど
の
概
念
に
つ
い
て
は
立

ち
入
ら
な
い
。

（
45
） 　

な
お
こ
れ
と
は
や
や
異
な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
所
有
論
の
説
明
を
行
う
研
究
と

し
て
、
山
辺
知
紀
『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
の
哲
学
』
に
学
ぶ
』（
昭
和
堂
、

２
０
０
５
年
）
も
参
照
。

（
46
） 　

高
橋
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
鬱
親
和
型
の
人
間
は
他
者
な
い
し
人

間
関
係
を
無
意
識
の
内
に
も
所
有
物
化
し
、
死
別
や
引
越
し
で
人
間
関
係

を
喪
失
す
る
と
自
我
の
喪
失
を
感
じ
鬱
を
発
症
す
る
、
と
い
う
理
解
で
あ

る
。（
そ
の
当
否
は
さ
て
お
き
）
こ
こ
に
も
、
他
者
の
存
在
が
自
己
の
う
ち

に
入
り
、自
我
を
基
礎
付
け
る
見
方
が
通
底
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

高
橋
一
行
『
所
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
』（
御
茶
の
水
書
房
、
２
０
１
７
年
）

も
参
照
の
こ
と
。

（
47
） 　

ク
ー
リ
ー
曰
く
、
第
一
次
集
団
の
他
者
は
、
①
他
の
人
間
が
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
想
像
、
②
他
の
人
間
が
い
か
に
評
価
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
の
想
像
、
③
以
上
に
対
し
て
自
分
が
持
つ
自
己
感
情

と
い
う
３
つ
の
側
面
か
ら
、
自
我
形
成
に
関
わ
る
と
い
う
。

ぼ
す
論
理
構
成
も
あ
り
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
は
国
家
の
主

権
を
財
産
法
理
プ
ロ
パ
ー
に
よ
っ
て
拘
束
し
、
人
権
と
憲
法
上
の
権
利
の

懸
隔
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
い
。

（
39
） 　

森
村
進
『
ロ
ッ
ク
所
有
論
の
再
生
』・
前
掲
注
（
33
）
１
１
５
―
１
５
７
頁
。

（
40
） 　K

arl O
livecrona, Appropriation in the State of N

ature: Locke on the 

O
rigin of Property, Journal of the H

istory of Ideas, Vol. 35 N
o. 2 

(1974) at 211.

（
41
） 　

太
田
寿
明
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
所
有
論
」
一
橋
法
学
19
巻
１
号

（
２
０
２
０
年
）
１
８
９
頁
は
、
ス
ミ
ス
の
所
有
権
論
に
お
い
て
、
労
働
が

持
つ
意
味
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
労
働（「
時
間
と
労
苦
」）

の
概
念
は
、
先
占
＝
所
有
権
を
直
接
に
正
当
化
す
る
論
拠
と
な
ら
ず
、
所

有
権
の
成
立
や
正
当
化
契
機
を
も
た
ら
す
誘
因
の
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
他
方
で
、
労
働
は
先
占
＝
所
有
を
開
始
さ
せ
、「
愛
着
」
形

成
さ
せ
る
こ
と
で
人
と
物
と
の
行
為
に
過
ぎ
な
か
っ
た
所
有
を
人
と
人
と

の
間
の
社
会
的
営
為
に
転
化
さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
役
目
を
負
う
」
と
い

う
。
か
か
る
「
愛
着
（attachm

ent

）」
の
あ
る
物
を
奪
取
さ
れ
た
場
合
に

侵
害
の
感
覚
が
生
じ
、
こ
れ
が
正
義
の
下
、
所
有
権
の
排
他
性
と
侵
害
者

か
ら
の
奪
還
・
処
罰
を
正
当
化
す
る
根
拠
た
り
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
同

１
７
７
頁
）。
ま
た
太
田
の
解
釈
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
「
愛
着
」
概
念
は
時

効
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
ち
、
①
「
愛
着
」
は
労
働
に
よ
っ

て
も
占
有
に
よ
っ
て
も
増
加
す
る
、
②
労
働
に
よ
る
愛
着
は
永
続
せ
ず
占

有
な
し
に
や
が
て
薄
れ
る
（
か
く
し
て
、
旧
占
有
者
の
「
愛
着
」
は
長
期

間
の
当
該
物
の
放
置
に
よ
り
剥
離
し
、
か
つ
新
た
な
長
期
占
有
者
の
愛
着

が
想
定
さ
れ
る
）、
と
し
て
時
効
取
得
（usucapio

）
が
説
明
・
正
当
化
さ

れ
る
（
同
１
７
７
―
１
７
８
頁
）。
な
お
同
研
究
は
、
公
平
な
観
察
者
と
い
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福
田
敦
史
「
自
己
／
自
我
」
信
原
幸
弘
編
『
心
の
哲
学
』（
新
曜
社
、

２
０
１
７
年
）
１
３
０
―
１
３
７
頁
、
林
禅
之
「
人
格
の
同
一
性
」
同

１
４
４
―
１
５
１
頁
、D

avid J. C
halm

ers, The Singularity: A 

Philosophical Analysis, Journal of C
onsciousness StudiesVol.17　

(2010), at 7, D
avid J. C

halm
ers, The Singularity: A Reply, Journal of 

C
onsciousness StudiesVol.19 (2012), at 147

、奥
野
満
里
子「
パ
ー
フ
ィ
ッ

ト
の
人
格
お
よ
び
人
格
同
一
性
の
議
論
に
つ
い
て
」
実
践
哲
学
研
究
18
巻

（
１
９
９
５
年
）21
頁
、福
田
敦
史「
人
格
の
同
一
性
と「
現
在
か
ら
の
視
点
」」

科
学
基
礎
論
研
究Vol.29, N

o.2, 

37
頁
、高
橋
隆
雄
「
人
格
同
一
性
の
問
題
」

文
学
部
論
叢
30
巻
（
１
９
９
０
年
）
38
頁
、
浪
岡
淳
「
記
憶
・
循
環
・
還
元
」

科
学
哲
学
35
巻
１
号
（
２
０
０
２
年
）
85
頁
、
ト
マ
ス
・
ネ
ー
ゲ
ル
著
（
永

井
均
訳
）『
コ
ウ
モ
リ
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
』（
勁
草
書
房
、

１
９
８
９
年
）、
ロ
ダ
リ
ッ
ク
・
Ｍ
・
チ
ザ
ム
著
（
中
堀
誠
二
訳
）『
人
と

対
象
』（
み
す
ず
書
房
、
１
９
９
１
年
）、R

aym
ond M

artin and John 

B
arresi, The R

ise and Fall of Soul and Self, (C
olum

bia U
niversity 

Press, 2006), R
aym

und M
artin John B

arresi edeted, P
E

R
SO

N
A

L 

I D
EN

TITY, (B
lockw

ell, 2003)

も
参
照
し
た
。

（
55
） 　D

erek Parfit, C
om

m
ents, Ethics Vol. 96, N

o. 4 (1986), at 832. 

レ
プ

リ
カ
へ
の
帰
責
性
判
断
を
も
と
に
展
開
さ
れ
る
改
説
へ
、
森
村
進
は
批
判

す
る
。
森
村
進
『
権
利
と
人
格
』
前
掲
注
（
26
）
１
２
０
―
１
２
１
頁
。

本
稿
も
森
村
に
同
意
す
る
。
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
人
格
同
一
性
論
と
責
任
帰

属
に
対
す
る
社
会
的
実
践
の
観
点
か
ら
の
批
判
的
研
究
と
し
て
は
、
常
松

淳
「
人
格
同
一
性
論
と
責
任
帰
属
」
年
報
社
会
学
論
集
13
号
（
２
０
０
０
年
）

73
頁
。

（
56
） 　

森
村
進
『
法
哲
学
は
こ
ん
な
に
面
白
い
』（
信
山
社
、
２
０
２
０
年
）

（
48
） 　

Ｃ
・
Ｈ
・
ク
ー
リ
ー
著
（
大
橋
幸
・
菊
池
美
代
志
訳
）『
社
会
組
織
論
』（
青

木
書
店
、
１
９
７
４
年
）。
ま
た
そ
の
理
解
に
当
た
っ
て
は
、
船
津
衛
『
自

分
と
は
何
か
』（
恒
星
社
、
２
０
１
１
年
）
14
―
22
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
、

大
庭
健
『
私
と
い
う
迷
宮
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
２
０
０
１
年
）
は
言
語

哲
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
同
様
の
問
題
に
取
り
組
み
、
示
唆
に
富
む
。

（
49
） 　G

eorge H
. M

ead, M
IN

D, S
E

L
F, A

D S
O

C
IE

T
Y, T

he U
niversity of 

C
hicago Press (1962). 

ま
た
そ
の
理
解
に
当
た
っ
て
は
、
船
津
衛
『
自
分

と
は
何
か
』（
恒
星
社
、
２
０
１
１
年
）
51
―
57
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
、

近
代
に
お
け
る
独
我
論
的
な
個
人
主
義
と
自
律
観
を
批
判
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
現
代
に
お
け
る
社
会
と
個
人
と
自
律
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
片

桐
雅
隆
『
自
己
の
発
見
』（
世
界
思
想
社
、
２
０
１
１
年
）
は
、
社
会
学
に

お
け
る
自
我
論
の
発
展
史
を
理
解
す
る
上
で
大
い
に
参
考
と
し
た
。
同
様

に
、
現
代
社
会
の
問
題
と
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
構
築
主
義
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

片
桐
雅
隆
『
自
己
と
「
語
り
」
の
社
会
学
』（
世
界
思
想
社
、
２
０
０
０
年
）

も
参
考
と
な
っ
た
。

（
50
） 　

以
上
は
、
船
津
衛
『
社
会
的
自
我
論
の
現
代
的
展
開
』（
東
信
堂
、

２
０
１
２
年
）
全
編
に
わ
た
り
論
じ
ら
れ
る
。

（
51
） 　

江
原
由
美
子
「
私
を
変
え
る
」
井
上
俊
・
船
津
衛
編
『
自
己
と
他
者
の

社
会
学
』（
有
斐
閣
ア
ル
マ
、
２
０
０
５
年
）
１
１
８
―
１
１
９
頁
。

（
52
） 　

な
お
本
稿
で
は
、
心
理
的
連
結
性
の
要
素
に
何
を
含
ま
せ
る
か
、
身
体

の
同
一
性
に
ど
れ
だ
け
の
重
み
を
与
え
る
か
、
循
環
の
誤
り
や
、
自
我
同

一
性
と
人
格
同
一
性
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
と
準
備
不
足
か

ら
論
じ
ず
、
そ
の
ま
と
ま
っ
た
整
理
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
53
） 　

霊
魂
や
デ
カ
ル
ト
的
精
神
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

（
54
） 　D

erek Parfit, supra note (26). 

ま
た
そ
の
理
解
と
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
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（
61
） 　

無
論
、
こ
れ
を
単
一
の
指
標
と
す
る
こ
と
ま
で
は
含
意
し
て
い
な
い
。

ま
た
こ
れ
を
参
酌
し
て
も
、
規
順
の
作
成
時
に
当
該
期
間
の
決
定
が
あ
る

程
度
恣
意
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
の
は
回
避
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
62
） 　

な
お
こ
の
国
家
の
責
任
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ミ
ラ
ー
著
（
富
沢
克
・
伊
東
恭
彦
・
施
光
恒
・
竹
島
博
之
訳
）『
国
際
正
義

と
は
何
か
』（
風
向
社
、
２
０
１
１
年
）
も
示
唆
に
富
む

２
１
９
―
２
２
５
頁
。

（
57
） 　

幸
福
と
人
格
的
自
律
やdecent life

が
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
か
に
つ
い

て
は
こ
こ
で
は
さ
て
措
く
。
幸
福
概
念
の
定
義
の
困
難
性
と
そ
の
時
間
的

計
算
に
つ
い
て
は
、
森
村
進
『
幸
福
と
は
何
か
』（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
、

２
０
１
８
年
）
か
ら
も
多
く
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
森
村
進
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ハ
ズ
リ
ッ
ト
の
人
格
同
一
性
論
」
人
文
・
自
然
研
究
４
号
（
２
０
１
０
年
）

45
頁
も
参
照
。
ま
た
、
以
上
の
本
稿
の
視
座
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
小

坂
井
敏
晶
『
増
補
責
任
と
い
う
虚
構
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
２
０
２
０
年
）

47̶

49
ペ
ー
ジ
も
参
照
。

（
58
） 　

な
お
こ
の
場
合
、
非
難
の
減
少
の
程
度
等
に
つ
い
て
は
、
非
難
の
対
象

が
遵
法
義
務
違
反
の
道
徳
的
責
任
か
、
刑
法
犯
や
テ
ロ
行
為
等
か
で
評
価

が
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
紙
幅
の
都
合
上
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
刑
法
上
の

議
論
で
は
あ
る
が
、
非
難
と
人
格
同
一
性
を
め
ぐ
る
検
討
の
上
で
示
唆
に

富
む
も
の
と
し
て
、
森
村
進
「
行
為
責
任
・
性
格
責
任
・
人
格
責
任
」
ホ
セ
・

ヨ
ン
バ
ル
ト
・
三
島
淑
臣
編
『
法
の
理
論
８
』（
成
文
堂
、
１
９
８
７
年
）

51
頁
、
林
美
月
子
「
森
村
進
論
文
「
行
為
責
任
・
性
格
責
任
・
人
格
形
成

責
任
」
を
読
ん
で
」
ホ
セ
・
ヨ
ン
バ
ル
ト
・
三
島
淑
臣
編
『
法
の
理
論
９
』（
成

文
堂
、
１
９
８
８
年
）
２
７
９
頁
、
森
村
進
「
行
為
責
任
論
再
説
」
ホ
セ
・

ヨ
ン
バ
ル
ト
・
三
島
淑
臣
編
『
法
の
理
論
10
（
成
文
堂
、
１
９
９
０
年
）

２
０
９
頁
、
上
原
大
佑
「
人
格
同
一
性
と
刑
事
責
任
能
力
」
広
島
法
学
39

巻
３
号
（
２
０
１
６
年
）
１
５
４
頁
な
ど
。

（
59
） 　

こ
の
要
請
を
権
利
と
呼
び
う
る
か
は
留
保
す
る
。

（
60
） 　

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
レ
ン
ズ
著
（
横
濱
竜
也
訳
）『
不

法
移
民
は
い
つ
﹇
不
法
﹈
で
な
く
な
る
の
か
』（
白
水
社
、
２
０
１
７
年
）

が
詳
し
い
。
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